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　ありがとう 僕らの学
ま な

び舎
や

　　

　　　　 　　　 １０８年の歴史に幕

　　　　　　　　　　　　　　　　余市町立栄小学校閉校

　栄小学校が３月末をもって１０８年の歴史

に幕を閉じました。昨年 11 月 21 日に行わ

れた閉校式には学校のＯＢや地域の方が大勢

出席し、学び舎との別れを惜しんでいました。

　子どもたちはたくさんの思い出がつまった

校舎に別れを告げ、この４月から大川小学校

に通います。

　栄小学校で学んだことを忘れずに、新しい

学校で元気な学校生活を送ってください。

◆ 平成２８年度 町政執行の基本方針／教育行政の執行方針（Ｐ２～Ｐ４）

◆ 平成２８年度 予算の概要（Ｐ５～８）

 ◆ 町営住宅の入居申込を受付けします（Ｐ９）

 ◆ 余市町市民農園 利用者募集（Ｐ１６）

 ◆ 公の施設の指定管理者を指定しました（Ｐ１７）

【今月の記事】
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町
政
執
行
の
基
本
方
針

　

主
人
公
で
あ
る
町
民
が
、
こ
の
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え

る
よ
う
な
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
町
民
の
暮
ら
し
、
健
康
を
守
る
た
め
の
施
策
の
推
進

◆
町
民
生
活
に
密
着
し
た
社
会
資
本
を
整
備
す
る
た
め
の
施
策
の

　
推
進

◆
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進

◆
災
害
に
備
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
施
策
の
推
進

◎
地
域
福
祉
に
関
す
る
施
策

・
相
互
扶
助
精
神
の
高
揚
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
連
携
強
化

・
要
支
援
者
名
簿
情
報
を
各
関
係
機
関
な
ど
と
共
有
し
、
地
域
ぐ

　

る
み
で
の
日
常
的
な
見
守
り
活
動
や
、
緊
急
時
の
速
や
か
な
支

　

援
体
制
の
構
築

◎
児
童
福
祉
に
関
す
る
施
策

・
子
育
て
支
援
充
実
の
た
め
、
「
余
市
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　

事
業
計
画
」
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
乳
幼
児
期
の
教
育
・

　

保
育
の
推
進
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
象
学
年
拡
大
に
向
け

　

た
環
境
整
備
や
子
育
て
相
談
支
援
の
充
実
、
地
域
子
育
て
支
援

　

事
業
の
拡
充

・
児
童
虐
待
防
止
な
ど
の
た
め
の
連
携
強
化

◎
高
齢
者
福
祉
に
関
す
る
施
策

・
「
第
６
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に

　

基
づ
く
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
高
齢
者
の
地
域
で
の
見
守
り
活
動
や
福
祉
・
介
護
な
ど
の
サ
ー

　

ビ
ス
の
適
切
な
提
供
と
連
携
強
化

◎
障
が
い
者
福
祉
に
関
す
る
施
策

・
北
後
志
地
域
自
立
支
援
協
議
会
や
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

を
活
用
し
た
障
が
い
者
へ
の
支
援

・
北
後
志
母
子
通
園
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
早
期
療
育
事
業
の

　

充
実

◎
保
健
に
関
す
る
施
策

・
成
人
保
健
対
策
と
し
て
、
「
余
市
町
健
康
づ
く
り
計
画
」
に
基

　

づ
き
、
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
と
、
健
康
教
室
や
健
康
相
談

　

の
実
施

・
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
向
け
た
各
種
が
ん
検
診
、
特
定
健
康

　

診
査
の
実
施

・
母
子
保
健
対
策
と
し
て
、
訪
問
相
談
や
、
乳
幼
児
健
診
の
充
実

　

と
、
小
樽
市
を
含
む
北
後
志
６
市
町
村
と
の
連
携
に
よ
る
周
産

　

期
医
療
体
制
の
確
立

・
予
防
対
策
と
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
、
大
人
用
肺
炎
球
菌

　

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成
の
継
続

・
日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
対
す
る
町
民
へ
の
周
知
や
実
施

◎
交
通
安
全
に
関
す
る
施
策

・
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
向
け
た
啓
発
の
積
極
的
な
実
施

◎
消
費
者
保
護
に
関
す
る
施
策

・
消
費
生
活
相
談
窓
口
で
あ
る
、
小
樽
・
北
し
り
べ
し
消
費
者
セ

　

ン
タ
ー
の
活
用
を
広
く
周
知

◎
国
民
年
金
事
業

・
制
度
の
周
知
活
動
の
推
進
と
相
談
業
務
の
拡
充

◎
道
路
に
関
す
る
施
策

・
フ
ゴ
ッ
ペ
ト
ン
ネ
ル
の
安
全
対
策
工
事
の
早
期
完
成
要
望

・
橋
梁
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
く
改
修
事
業
や
、
町
道
の

　

舗
装
・
側
溝
の
計
画
的
な
整
備

・
効
果
的
な
除
排
雪
の
実
施
、
流
融
雪
溝
の
適
切
な
維
持
管
理

・
北
海
道
横
断
自
動
車
道
余
市
・
小
樽
間
の
朝
里
地
区
に
お
け
る

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ
ル
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
化
や
町
道
黒
川

　

町
中
通
２
号
線
な
ど
の
道
道
昇
格
を
要
望

・
市
街
地
道
路
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議
検
討

◎
河
川
に
関
す
る
施
策

・
余
市
川
の
環
境
保
全
や
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
ヌ
ッ
チ
川
・
フ

　

ゴ
ッ
ペ
川
治
水
対
策
工
事
の
計
画
的
推
進
を
要
望

・
河
川
愛
護
組
合
な
ど
、
地
域
の
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
治
水

　

対
策
や
維
持
保
全
を
実
施

◎
港
湾
・
海
岸
保
全
に
関
す
る
施
策

・
余
市
港
船
揚
場
南
斜
路
の
修
繕
と
港
湾
利
用
者
と
の
協
議
に
よ

　

る
余
市
港
湾
の
維
持
保
全

・
越
波
対
策
と
し
て
の
大
川
海
岸
護
岸
補
強
工
事
の
早
期
完
成
と

　

栄
町
地
区
の
越
波
、
侵
食
対
策
の
要
望

◎
公
園
事
業
に
関
す
る
施
策

・
施
設
の
維
持
管
理
及
び
安
全
対
策
の
実
施

・
遊
具
の
劣
化
や
破
損
状
況
を
点
検
・
確
認
し
、
遊
具
利
用
者
の

　

安
全
確
保
の
実
施
と
利
用
状
況
を
勘
案
し
た
配
置
計
画
、
年
次

　

的
整
備

◎
公
営
住
宅
に
関
す
る
施
策

・
入
居
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
「
余
市
町
公
営
住
宅

　

等
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
く
、
適
切
な
維
持
管
理
を
実
施

・
山
田
団
地
の
水
洗
化
事
業
を
実
施

◎
住
宅
関
連
に
関
す
る
施
策

・
住
宅
取
得
な
ど
に
対
す
る
新
た
な
支
援
制
度
の
実
施

・
不
良
空
家
住
宅
の
除
去
に
要
す
る
費
用
の
一
部
の
補
助
に
よ
る

　

良
好
な
住
環
境
の
形
成

◎
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
施
策

・
区
画
整
理
区
域
内
に
お
け
る
宅
地
の
販
売
促
進
に
向
け
た
支
援

◎
環
境
に
関
す
る
施
策

・
河
川
の
水
質
調
査
、
悪
臭
、
騒
音
な
ど
の
各
種
調
査
測
定
の
実
施

・
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
街
路
灯
の
省
エ
ネ
化
に
対
す
る
工

　

事
費
や
街
灯
料
へ
の
助
成
や
庁
舎
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
、
温

　

室
効
果
ガ
ス
削
減
の
推
進

・
町
営
斎
場
の
建
替
え
に
向
け
た
、
斎
場
建
替
基
本
計
画
の
策
定

◎
一
般
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
施
策

・
ご
み
減
量
化
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進

　

町
政
執
行
に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
と
重
要
な
諸
施
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
余
市
町
の
将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
構
想
と
計
画
を
示
し
た
「
第
４
次
余

市
町
総
合
計
画
」
を
基
本
に
、
町
民
の
立
場
に
立
っ
た
行
政
運
営
を
進
め
、
町
民
と
行
政
の
連
携
に
よ
り
「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
元
気
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
28

  

町
政
執
行
の
基
本
方
針
（
要
旨
）

町政執行方針を述べる
　　　　　　　嶋　町長

１
．
住
み
良
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
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・
ご
み
出
し
が
困
難
な
高
齢
者
の
対
策
と
し
て
、
安
否
確
認
に
も

　

つ
な
が
る
「
ふ
れ
あ
い
収
集
」
の
継
続

◎
防
災
に
関
す
る
施
策

・
余
市
町
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と
防
災
対
策
の
整
備

・
北
海
道
と
連
携
し
た
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
指
定
と
避

　

難
体
制
の
整
備

・
北
海
道
日
本
海
沿
岸
の
津
波
避
難
対
策
の
推
進

・
災
害
時
に
お
け
る
確
実
な
情
報
伝
達
手
段
の
検
討
や
、
新
た
な

　

無
線
シ
ス
テ
ム
の
調
査
・
研
究

・
避
難
所
に
お
け
る
防
災
資
機
材
の
整
備

・
町
民
へ
の
防
災
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
、
区
会
な
ど
と
の
連

　

携
に
よ
る
防
災
力
の
強
化

　
産
業
間
・
産
学
官
の
連
携
、
人
的
パ
ワ
ー
の
活
用
、
教
育
・
文

化
芸
術
活
動
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
よ
り
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

◆
産
業
振
興
の
た
め
の
施
策
の
推
進

◆
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
の
施
策
の
推
進

◆
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進

◎
農
業
に
関
す
る
施
策

・
果
樹
の
奨
励
品
種
へ
の
転
換
、
園
地
整
備
な
ど
を
推
進
、
り
ん

　

ご
栽
培
の
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
の
支
援

・
野
菜
の
栽
培
技
術
の
確
立
と
流
通
対
策
の
推
進
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

　

共
同
選
果
機
付
帯
設
備
整
備
に
対
す
る
支
援

・
果
樹
、
野
菜
の
新
植
・
更
新
の
資
材
な
ど
に
係
る
負
担
軽
減
支
援

・
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
や
遊
休
農
地
の
利
用
促
進
を
推
進

・
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
地
元
農
産
物
の
加
工
品
開

　

発
な
ど
６
次
産
業
化
に
向
け
た
支
援

・
市
民
農
園
の
有
効
活
用
と
適
正
な
維
持
管
理

・
農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す
有
害
鳥
獣
の
駆
除
の
継
続

◎
林
業
に
関
す
る
施
策

・
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業
や
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推

　

進
事
業
の
継
続

・
森
林
の
保
全
と
機
能
回
復
を
図
る
た
め
、
町
有
林
保
育
事
業
や

　

野
そ
駆
除
事
業
を
実
施

◎
漁
業
・
水
産
加
工
業
に
関
す
る
施
策

・
「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
の
支
援
の
継
続
及
び
日
本
海
漁
業
振
興

　

緊
急
対
策
事
業
支
援
拡
充
に
よ
る
資
源
確
保
の
取
り
組
み
強
化

・
磯
焼
け
対
策
の
研
究
調
査
と
試
験
事
業
の
継
続
と
関
係
機
関
と

　

の
連
携

・
ト
ド
被
害
対
策
へ
の
支
援
継
続

・
水
産
加
工
品
の
Ｐ
Ｒ
と
消
費
拡
大
・
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

◎
６
次
産
業
化
に
関
す
る
施
策

・
地
元
農
水
産
物
を
活
か
し
た
産
業
振
興
の
取
り
組
み

・
「
余
市
」
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
た
施
策
の
推
進

・
ワ
イ
ン
教
室
や
、
生
産
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
ワ
イ
ン
講
座
の

　

開
催
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
推
進

・
道
内
最
大
の
生
産
量
を
誇
る
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
産
地
を
活
か
し
た

　

ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
観
光
振
興
を
含
め
た
６
次
産
業
化

　

の
推
進

◎
商
工
業
に
関
す
る
施
策

・
余
市
中
小
企
業
相
談
所
な
ど
へ
の
助
成
継
続

・
中
小
企
業
者
の
経
営
基
盤
の
安
定
化

・
地
元
に
密
着
し
た
商
店
街
事
業
へ
の
支
援
継
続

・
既
存
空
き
店
舗
の
活
用
に
よ
る
起
業
支
援
継
続
と
既
存
店
舗
に

　

対
す
る
支
援

◎
観
光
に
関
す
る
施
策

・
余
市
観
光
協
会
の
組
織
基
盤
の
強
化
と
事
業
推
進
支
援

・
北
後
志
地
域
と
連
携
し
た
、
観
光
客
誘
致
な
ど
に
よ
る
地
域
経

　

済
の
活
性
化

・
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
マ
ッ
サ
ン
」
応
援
推
進
協
議
会
を
中
心
に

　

関
係
団
体
と
連
携
し
た
観
光
の
振
興
、
観
光
産
業
の
活
性
化

・
道
の
駅
で
の
観
光
情
報
の
提
供
、
地
場
産
品
の
販
売
Ｐ
Ｒ
強
化

・
農
道
離
着
陸
場
の
多
面
的
な
利
活
用
の
推
進

◎
労
働
に
関
す
る
施
策

・
季
節
労
働
者
の
通
年
雇
用
の
支
援
と
、
失
業
者
・
新
規
学
卒
者

　

の
就
労
支
援

◎
教
育
・
文
化
芸
術
活
動
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
施
策

・
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
や
か
な
発
達
を
育
成
、
特
色
あ
る
学

　

校
づ
く
り
の
推
進

・
防
災
機
能
の
充
実
と
強
化
の
た
め
、
非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策

　

の
推
進
に
よ
る
、
学
校
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
と
児
童
生
徒

　

の
安
全
確
保

・
学
習
機
会
の
提
供
と
、
創
造
的
な
文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
支
援

・
生
涯
各
期
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備
と
、

　

各
種
大
会
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催

◎
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
に
関
す
る
施
策

・
福
島
県
会
津
若
松
市
か
ら
派
遣
さ
れ
る
中
学
生
と
の
交
流
事
業

　

の
実
施
、
地
域
連
携
活
動
を
通
し
た
青
少
年
の
育
成

・
余
市
町
図
書
館
の
児
童
図
書
及
び
各
学
校
図
書
の
充
実
、
「
余

　

市
で
お
こ
っ
た
こ
ん
な
話
」
を
冊
子
編
集
し
、
町
内
中
学
生
に

　

配
布

・
原
爆
パ
ネ
ル
展
の
実
施
と
原
爆
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
資
料
館
へ

　

の
児
童
生
徒
の
派
遣
事
業
の
実
施

◎
人
口
減
少
問
題
に
関
す
る
施
策

・
「
余
市
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
、

　

産
業
の
振
興
、
移
住
・
定
住
政
策
の
促
進
、
子
育
て
支
援
や
広
域

　

連
携
の
推
進
に
よ
る
地
域
社
会
の
形
成

◎
宇
宙
記
念
館
に
関
す
る
施
策

・
宇
宙
開
発
や
自
然
、
地
球
環
境
等
の
学
習
の
場
と
し
て
の
機
能

　

の
充
実
と
、
記
念
館
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
事
業
の
展
開

　

町
民
の
立
場
に
立
っ
た
行
政
運
営
を
推
進
し
、
町
民
と
行
政
の

連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
施
策
の
推
進

◆
財
政
基
盤
の
確
立
と
効
果
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
の
施

　
策
の
推
進

◎
町
民
と
行
政
の
連
携
に
関
す
る
施
策

・
自
治
基
本
条
例
の
制
定
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
紹
介
や
相
互
交

　

流
の
推
進
、
地
域
連
絡
員
制
度
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
地
域
住

　

民
と
行
政
が
と
も
に
課
題
解
決
し
て
い
く
地
域
づ
く
り
の
推
進

◎
情
報
の
共
有
に
関
す
る
施
策

・
「
広
報
よ
い
ち
」
の
紙
面
充
実
、
「
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
リ

　

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
る
情
報
発
信
の
活
用
と
、
町
政
懇
談
会
や
各

　

種
説
明
会
で
の
町
民
と
の
意
見
交
換
に
よ
る
、
情
報
共
有
化
を

　

推
進

・
町
の
予
算
説
明
書
の
全
世
帯
配
布

◎
行
財
政
に
関
す
る
施
策

・
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
確
立
を
念
頭
に
し
た
財
政
の
健
全
化

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
、
口
座
振
替

　

納
税
の
普
及
と
新
た
な
納
付
環
境
の
整
備
検
討

◎
職
員
の
資
質
向
上
に
関
す
る
施
策

・
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
更
な
る
意
識
向
上
、
能
力
向
上

　

の
た
め
の
各
種
研
修
機
会
の
拡
充

◎
効
果
的
な
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
施
策

・
広
域
交
通
体
系
の
整
備
に
向
け
た
積
極
的
な
要
請
活
動
の
推
進

・
「
北
し
り
べ
し
定
住
自
立
圏
」
に
お
け
る
、
効
率
的
・
効
果
的

　

な
広
域
行
政
の
推
進

平成 28 年度　町政執行の基本方針
２
．
多
様
な
資
源
と
人
的
パ
ワ
ー
を
活
か
し
た　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

３
．
町
民
と
行
政
が
連
携
し
て
歩
む
ま
ち
づ
く
り



　

学
校
教
育
で
は
、
児
童
生
徒

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
大
切
に
す

る
と
と
も
に
、
社
会
で
活
き
る

実
践
的
な
力
を
養
う
た
め
の
教

育
の
推
進
と
し
て
、
確
か
な
学

力
の
習
得
、
豊
か
な
心
、
健
や

か
な
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育

む
、
調
和
の
と
れ
た
教
育
活
動

の
一
層
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
努
め
る
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
の
確
か
な
成
長
を
も
た
ら
す
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
で
は
、
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
の
た
め
、
自
主
的
・

自
発
的
に
、
自
分
に
適
し
た
手
段
・
方
法
に
よ
っ
て
学
び
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
が
健
康
で
心
豊
か
に
生
き
が
い
を
も
っ
て
、
楽
し

み
な
が
ら
学
び
、
経
験
や
知
識
を
地
域
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

以
下
、
教
育
委
員
会
で
は
、
７
つ
の
重
点
目
標
を
掲
げ
、
教
育

行
政
の
発
展
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

１
．
自
ら
学
び
自
ら
未
来
を
切
り
拓
く
学
習
指
導
の
充
実

　

変
化
の
激
し
い
社
会
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
立
し
、
た

く
ま
し
く
生
き
る
た
め
に
必
要
な
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、

基
礎
的
・
基
本
的
な
学
力
を
し
っ
か
り
と
習
得
さ
せ
、
そ
れ
ら
を

活
用
で
き
る
確
か
な
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

・
児
童
生
徒
の
学
力
の
状
況
を
的
確
に
と
ら
え
、
そ
の
分
析
と
検

　

証
に
基
づ
く
授
業
改
善
へ
の
取
り
組
み

・
学
校
と
家
庭
の
連
携
に
よ
る
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
学
習
習

　

慣
の
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み

・
支
援
を
必
要
す
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
個
に
応
じ
た
適
切
で
き
め

　

細
か
な
教
育
活
動
の
推
進
に
向
け
た
学
習
支
援
員
の
配
置

・
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応

　

じ
た
適
切
な
支
援
体
制
の
充
実

・
外
国
語
指
導
助
手
を
配
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

　

向
上
と
国
際
感
覚
の
養
成

・
情
報
機
器
活
用
能
力
の
向
上
と
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実

・
学
校
評
議
員
会
や
学
校
評
価
制
度
の
活
用
、
保
護
者
や
地
域
住

　

民
に
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
活

　

動
へ
の
取
り
組
み

・
教
職
員
研
修
へ
の
積
極
的
な
参
加
促
進
や
校
内
組
織
の
活
性
化

　

と
教
職
員
の
実
践
的
指
導
力
の
向
上

２
．
思
い
や
り
と
自
ら
律
す
る
心
を
大
切
に
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
徒
指
導
の
充
実

　
本
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
自
ら
の
存
在
感
と
将
来

に
対
す
る
夢
や
目
標
を
も
ち
、
心
身
と
も
に
健
康
で
豊
か
な
生
活

を
送
る
た
め
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
社
会
性
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
は
、
互
い

を
尊
重
し
、
と
も
に
支
え
合
う
、
思
い
や
り
の
心
や
倫
理
観
な
ど

を
も
っ
た
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
自
ら
が
判
断
し
、
行
動
で
き
る
力
を
育
て
る
指
導
の
充
実

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
す
る
な
ど
の
支
援
体
制
の
充

　

実
を
図
り
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
の
適
切
な
助
言
や
支
援
な
ど

　

不
登
校
対
策
の
充
実
や
余
市
町
子
ど
も
の
い
じ
め
防
止
条
例
に

　

基
づ
く
取
組
み
の
推
進

・
教
育
行
政
・
学
校
・
地
域
・
家
庭
が
一
丸
と
な
っ
た
、
「
ゼ

　

ロ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
推
進
と
健
全
育
成
へ
の
取
り
組
み

・
教
職
員
の
研
修
体
制
の
確
立
と
適
切
な
生
徒
指
導
体
制
の
整
備
・

　

充
実

３
．
生
命
を
尊
ぶ
心
を
大
切
に
す
る
健
康
・

　
　
　
　
　
　
　

安
全
教
育
と
教
育
環
境
の
整
備
充
実

　

子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、

自
分
の
生
き
方
を
主
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
育
成

し
、
命
を
大
切
に
す
る
心
や
思
い
や
り
の
心
を
培
い
な
が
ら
、
心

身
を
た
く
ま
し
く
鍛
え
、
健
康
で
安
全
な
生
活
を
送
る
た
め
の
資

質
を
育
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
す
べ
て
の
教
育
活
動
を
と
お
し
て
、
生
命
の
尊
さ
や
安
全
に
行
動

す
る
習
慣
な
ど
、
健
康
教
育
と
安
全
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

・
生
命
の
尊
さ
や
安
全
に
行
動
す
る
習
慣
な
ど
健
康
や
安
全
教
育

　

の
充
実

・
非
行
や
犯
罪
被
害
の
未
然
防
止
の
た
め
、
指
導
体
制
の
強
化
や

　

学
校
と
家
庭
が
連
携
す
る
取
り
組
み

・
安
全
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
交
通
安
全
指
導
の
徹
底
や
通
学
路
の

　

安
全
確
保
の
へ
取
り
組
み

・
学
校
施
設
と
し
て
の
教
育
環
境
の
改
善
と
施
設
の
適
切
な
維
持

　

管
理

・
児
童
の
歯
の
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
フ
ッ
化
物
洗
口
の
実
施

・
学
校
給
食
調
理
場
の
環
境
改
善
、
安
全
で
安
心
な
学
校
給
食
の

　

提
供
、
地
産
地
消
に
よ
る
食
育
の
推
進

・
学
校
図
書
館
と
余
市
町
図
書
館
と
の
連
携
に
よ
る
保
有
図
書
の

　

有
効
活
用

・
経
済
的
支
援
に
よ
る
均
等
な
教
育
機
会
の
確
保

４
．
地
域
貢
献
に
向
け
た
学
習
機
会
の
提
供

　
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
に
は
、
町
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
い
つ
で

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
習
得
し
た
知
識
・
技
能
が
適
切
に
評
価
さ

れ
、
そ
の
成
果
が
地
域
貢
献
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
成
人
教
育
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
提
供

・
高
齢
者
教
育
に
お
け
る
学
習
機
会
の
充
実
と
知
識
を
地
域
に
生

　

か
せ
る
環
境
づ
く
り
の
推
進

５
．
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
向
け
た
環
境
づ
く
り

　
健
全
な
心
身
の
発
達
の
基
礎
を
培
う
た
め
に
は
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
社
会
が
連
携
し
て
、
健
全
育
成
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
を
通
し
、
青
少
年
に
良
好
な
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

・
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
の
充
実
と
交
流
機
会

　

の
提
供
、
関
係
団
体
と
連
携
し
た
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

・
放
課
後
に
お
け
る
安
全
で
安
心
な
子
供
た
ち
の
居
場
所
の
提
供

　

と
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
体
験
活
動
や
学
習
機
会
の
提
供

・
家
庭
教
育
の
大
切
さ
と
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
子
育
て

　

に
関
す
る
情
報
提
供
や
子
育
て
体
験
事
業
の
実
施

６
．
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
と
文
化
財
の
保
存
と
活
用

　

創
造
的
な
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
に
は
、
社
会
教
育
施
設
が
有

機
的
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
活
か
し
た
事
業

活
動
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
公
民
館
の
効
果
的
な
運
営
と
、
社
会
教
育
関
係
団
体
と
連
携
し

　

た
発
表
、
鑑
賞
、
創
作
機
会
の
提
供

・
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
に
基
づ
く
、
学
校
図
書
館
や
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
し
た
読
書
普
及
活
動
の
推
進

・
郷
土
の
歴
史
資
料
の
収
集
、
埋
蔵
文
化
財
や
町
内
文
化
財
資
料

　

の
有
効
活
用
と
文
化
財
施
設
の
適
切
な
保
存
管
理

７
．
体
力
向
上
と
健
康
増
進
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

　

ス
ポ
―
ツ
を
通
し
て
心
豊
か
に
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
続
け

る
た
め
に
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
生
涯
に
亘
り
日
常
的
に

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

・
子
ど
も
た
ち
の
体
力
保
持
増
進
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
所
属

　

す
る
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
と
の
連
携
し
た
取
り
組
み

・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
や
指
定
管
理
者
と
の
連
携
に
よ
る
ス
ポ
ー

　

ツ
の
振
興
と
健
康
づ
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教育行政執行方針を
述べる　中村　教育長
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予算額  ７９億５，０００万円
前年度比 ２億８，５００万円減（△ 3.5％）

　予算とは、この 1 年間の収入と支出の計画を定めたものです。ここでは、今年度、町がどの

ような収入を見込み、どのようなことに支出する予定なのかを紹介していきます。

■歳出の状況

■歳入の状況

一 般 会 計

平成２８年度予算の概要

　地方交付税は一定の基準により国から地

方に交付されるお金で、今年度は前年比約

200 万円の減額を見込んでいます。町税は

町民税や固定資産税の増収により前年度比約

4,925 万円の増額を見込んでいます。国・

道支出金は特定の事業に対して国や北海道か

ら交付されるお金で、余市郡漁業協同組合製

氷貯氷施設建設事業の終了等による国庫補助

金の減額等により前年度に比べ約 6,975 万

円の減額を見込みました。　　　　　

　町債は特定の事業を行うために国や金融機

関から借りるお金で、除雪作業車等保管倉庫

建設事業・除雪トラック購入事業債の減額等

により約 1 億 4,063 万円の減額を見込んで

います。

　民生費は子ども・子育て支援新制度におけ

る教育・保育給付費負担金等の増額により前

年度比約 7,367 万円の増額、衛生費は国民

健康保険特別会計や水道事業会計等への繰出

金等の増額により前年度に比べ約 1 億 401

万円の増額となりました。

　土木費は除雪作業車等保管倉庫建設事業

や除雪トラック購入事業の終了等により約

1 億 1,649 万円の減額、教育費は埋蔵文化

財発掘事業の終了等により前年度に比べ約

1 億 6,126 万円の減額となりました。農林

水産業費は余市郡漁業協同組合製氷貯氷施

設建設事業の終了等により前年度比約 1 億

3,258 万円の減額となっています。

地方交付税
36 億 2,158 万円
45.6％（▲ 0.1％）

国・道支出金
11 億 4,935 万円
14.4％（▲ 5.7％）

町税
17 億 4,244 万円
21.9％（2.9％）

使用料・手数料
1 億 7,816 万円
2.2％（13.3％）

繰入金
  1 億 6,723 万円
2.1％（▲ 23.0％）

その他
  2 億 3,297 万円
  2.9％（▲ 37.6％）

地方譲与税 
    8,450 万円

1.1％（▲ 2.9％）

地方消費税交付金
3 億 8,500 万円
4.9％（14.9％）

町債 
  3 億 8,877 万円
4.9％（▲ 26.6％）

歳   入

自主
財源

依存
財源

総務費
　8 億 3,758 万円
　10.5％（▲ 0.9％）

土木費
　11 億 1,280 万円
　14.0％（▲ 9.5％）

民生費
　18 億 2,511 万円
　23.0％（4.2％）　教育費

　　5 億 7,877 万円　
　  7.3％（▲ 21.8％）

消防費
 　4 億 7,738 万円
　6.0％（▲ 0.2％）

商工費
    2 億 3,553 万円

3.0％（▲ 1.4％）

議会費
    1 億 5,047 万円
  1.9％（▲ 5.5％）

その他 
　3,823 万円
　0.5％（▲ 0.1％）

衛生費
　15 億 5,443 万円
　19.5％（7.2％）

公債費 
  8 億 6,513 万円
10.9％（▲ 3.5％）

歳    出

農林水産業費
  2 億 7,457 万円
3.4％（▲ 32.6％）

グラフの見方
　　科　　　目
　　予　算　額
構成比（対前年比）
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住み良く安心して暮らせるまちづくり

・町民の暮らし、健康を守るための施策
・町民生活に密着した社会資本を整備するための施策
・豊かな自然環境を保全するための施策
・災害に備えたまちづくりを進めるための施策

・産業振興のための施策
・教育、文化、スポーツの振興を図るための施策
・まちづくりを担う人材を育成するための施策

★低所得により生計が困難である方が、適正な介護保

　険サービスを受けられるように利用者負担軽減額の

　一部を補助します。　　　　　　　……３８０万円
★放課後児童クラブの運営と対象学年拡大に向けた環

　境整備を行います。　　　　　  ……１,７４１万円
★感染症の拡大防止を図るために、定期予防接種を行

　います。今年度から新たに日本脳炎ワクチン接種を

　実施します。　　　　　　　　  ……４,１２２万円
★老朽化が進む町営斎場の建替えに向け、「斎場建替

　基本計画」を策定します。　　　　……３２４万円

★住環境の整備や子育て世代の移住・定住を促進する

　ため、新築住宅または建売住宅の購入に対し補助金

　を交付します。　　　　　　　  ……１,１５０万円
★快適な住環境の整備のため、山田団地の水洗化事業

　に着手します。　　　　　　　　　……４７０万円
○災害対策として、備蓄品や防災資機材を購入します。

　　　　　　　 　　　　　　　　　  ……６９９万円
○LED電灯を含む区会街路灯の設置または更新、電

　灯料に対し補助することで、景観保全と電力の省エ

　ネルギー化を図ります。　　　　　……８８７万円

・協働のまちづくりを進めるための施策
・財政基盤の確立と効果的な行政運営を進めるための施策

※ここでは予算の概要についてお知らせしていますが、今年も予算の内容を分かりやすく
　説明した予算説明書の配付を６月に予定していますので、ぜひご覧ください。

  平成２８年度の主な事業  ※新規・拡充事業については、★印をつけています。

主人公である町民が、この町に住んで良かっ
たと思えるような、安心して暮らせるまちづ
くりを進めます。

多様な資源と人的パワーを活かした元気なまちづくり

産業間・産学官の連携、人的パワーの活用、
教育・文化芸術活動とスポーツの振興により、
元気なまちづくりを進めます。

町民と行政が連携して歩むまちづくり

町民の立場に立った行政運営を推進し、町民
と行政の連携によるまちづくりを進めます。

★高品質で収益性の高い農作物の安定生産を図るため、

　共同選果機の付帯設備の整備に対して補助金を交付し

　ます。　　　 　　　　　　　　　　……２００万円
★水産資源の安定的な確保を図るため、ナマコやカキ

　の養殖事業への支援を行います。　……２７０万円
★観光客の誘致や観光産業による地域経済の活性化の

　ため余市観光協会へ支援を行います。

……１,９００万円
★小中学校において学習支援員や外国語指導助手（ALT）

　を活用した授業を行い、児童生徒の学習をサポートしま

　す。また、未来を担う人づくり基金を活用し、図書館用

　図書の充実を図ります。　　　      ……２,３３６万円

○未来を担う人づくり事業として「広報よいち」に掲

　載している「余市町でおこったこんな話」を製本し、

　町内中学生を対象として配布します。また、福島県会

　津若松市から派遣される中学生との交流事業を実施す

　るなど、地域連携活動を通して、本町の未来を担う青

　少年の育成に努めます。　　　 　　   ……３２１万円
○経営の不安定な就農初期段階の就農者に対し給付金

　を助成することで、本町の農業を担う人材の育成　

　を支援します。　　　　　　　  ……３,１１７万円
○空き店舗対策など、商店街事業への支援を継続して

　行うことで地域経済の活性化に努めます。

　　　　　　　　　　　　　　　  ……１,１１０万円

○自治基本条例策定に向けた取り組みを行います。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　……１２８万円
○住民活動の推進のため、区会連合会や各区会の活動

　を支援します。　　　　　　　　　……３６８万円

○様々な行政課題に対応できる職員を育成するために、

　職員研修の充実を図り資質向上に努めます。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　……２８７万円
○町民と行政の連携・情報共有のため、広報よいちや

　予算説明書を発行します。　　　　……８１１万円
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　 国民健康保険 特別会計
 ◇歳入予算額　　　　（単位：万円）

区　分 予算額
国 民 健 康 保 険 税 4 億 7,243

一 部 負 担 金 0

使 用 料 及 び 手 数 料 40

国 庫 支 出 金 7 億 7,489

療 養 給 付 費 交 付 金 9,580

前 期 高 齢 者 交 付 金 8 億 4,340

道 支 出 金 1 億 9,253

共 同 事 業 交 付 金 7 億 4,682

繰 入 金 2 億　 523

繰 越 金 100

諸 収 入 50

計 33 億 3,300

 ◇歳出予算額　　  　（単位：万円）

区　分 予算額
総 務 費 2,421

保 険 給 付 費 21 億 6,429

後期高齢者支援金等 2 億 7,767

前期高齢者納付金等 14

老 人 保 健 拠 出 金 2

介 護 納 付 金 1 億　    514

共 同 事 業 拠 出 金 7 億 4,681

保 健 事 業 費 1,182

公 債 費 90

諸 支 出 金 100

予 備 費 100

計 33 億 3,300

 ◇歳入予算額 　　　 （単位：万円）

区　分 予算額
後期高齢者医療保険料 ２億　 670

使 用 料 及 び 手 数 料 2

繰 入 金 9,687

繰 越 金 0

諸 収 入 41

計 3 億　400

 ◇歳出予算額　　  　（単位：万円）

区　分 予算額
総 務 費 317

後 期 高 齢 者 医 療 3 億　    42
広 域 連 合 納 付 金

諸 支 出 金 40

予 備 費 1

計 3 億 　400

　 後期高齢者 医療特別会計

　本会計は、本町にお住まいで他の

健康保険制度に加入していない方を

対象として、保険医療給付を行うこ

とを目的に設置されている会計で

す。

　 新 年 度 予 算 は、 前 年 度 に 比 べ

700 万円（０. ２％）の増額となっ

ており、加入者の保険税のほか、国・

道支出金、一般会計からの繰入金に

より運営を行っています。

　本事業は、75歳以上（65歳から
7４歳で一定の障がいを持つ方を含
む）の方の保険医療給付を行う事業
であり、その運営は北海道後期高齢
者医療広域連合が行います。
　本会計は、その事業のうち加入者
の保険料徴収や各種申請の受付業務
を行います。
　新年度予算は、前年度に比べ
1,900万円（5.8%）の減額となっ
ています。

　 介護保険 特別会計
　介護保険事業は、介護サービスに

係る保険給付と介護予防などを目的

とする地域支援事業を行っており、

これらの事業費の財源は国・道・町

の公費負担と３年ごとに見直される

保険料により賄われています。

　 新 年 度 予 算 は、 前 年 度 に 比 べ

4,695 万円（2.0％）の増額となっ

ています。

 ◇歳入予算額 　　 　（単位：万円）

区　分 予算額
保 険 料 ４億 4,799

使用料及び手数料 2

国 庫 支 出 金 6 億 1,312

支 払 基 金 交 付 金 6 億 5,048

道 支 出 金 3 億 4,790

財 産 収 入 1

繰 入 金 3 億 3,665

繰 越 金 1

諸 収 入 5

計 23 億 9,623

 ◇歳出予算額  　　　（単位：万円）

区　分 予算額
総 務 費 3,033

保 険 給 付 費 22 億 6,665

地 域 支 援 事 業 費 9,607

諸 支 出 金 10

基 金 積 立 金 1

公 債 費 207

予 備 費 100

計 23 億 9,623

　 公共下水道　特別会計
 ◇歳入予算額　　　  （単位：万円）

区　分 予算額
分担金及び負担金 363

使用料及び手数料 2 億 8,011

国 庫 支 出 金 3,000

繰 入 金 4 億 6,203

繰 越 金 1

諸 収 入 2

町 債 4 億 3,910

計 12 億 1,490

 ◇歳出予算額　　　  （単位：万円）

区　分 予算額
総 務 費 7,413

事 業 費 2 億 7,202

公 債 費 8 億 6,869

予 備 費 6

計 12 億 1,490

　本会計は各家庭のトイレの水洗化
等によるさわやかな生活を促し、環
境と水質を守り美しい自然・きれい
なまちづくりを進めています。
　本年度は、昨年度に引き続き未普
及地域の管渠整備を進めるほか、ポ
ンプ場設備の更新を行い、施設の適
正な管理と水洗化の普及促進に努め
ていきます。新年度予算は、前年度
に比べ 5,161 万円（4.1％）の減
となっています。

特別会計予算の概要
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◆企業会計（水道事業）

 平成２８年度   水道事業の主な仕事と予算のお知らせ

　本会計は、町民の皆さんに水道水を供給する事業であり、公営企業として事業に要する経費等の大部分は皆

さんからの「水道料金収入」でまかなわれています。

　新年度予算（総支出額）は、収益的支出（浄水施設の修繕費・動力費、企業債の支払利息など）と資本的支

出の建設改良費は減ったものの、余市川浄水場建設関連など企業債の元金償還額が増えたため、前年度に比べ

１, ２９６万円（1.2%）の増額となっています。

◇総収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

収 益 的 収 入 資 本 的 収 入

営 業 収 益 ５億７, ８８０ 出 資 金 ２, １９１

営 業 外 収 益 １億２, ９２１ 工 事 負 担 金 １３０

企 業 債 ９, ８７０

計 ７億　  ８０１ 計 １億２, １９１

総 収 入 ８億２, ９９２

◇総支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

収 益 的 支 出 資 本 的 支 出

営 業 費 用 ５億 7, ０６１ 建 設 改 良 費 ６, ００９

営 業 外 費 用 １億４, １６８ 企業債償還金 ３億　  ７０６

特 別 損 失 １００

予 備 費 １０

計 ７億１, ３３９ 計 ３億６, ７１５

総 支 出 １０億８, ０５４

※総収入と総支出の差額（約２億５千万

　円）は、本年度の収益的支出中、「営

　業費用」に現金支出が伴わないもの（減

　価償却費等：約３億５百万円）が含ま

　れていることと、前年度からの繰越金

　等で補てんしています。

※収益的収入・支出とは、水道料金など

　の収入と、水道水をつくるための経費

　や施設の維持管理などの経費です。

※資本的収入・支出とは、水道施設整備

　をするための財源と経費です。

※制度の利用申込みや対象となる条件等のくわしい内容については、５月以降の広報よいち　
でお知らせします。

　　～空き家住宅の除却をお考えの方へ～
町では「空家住宅除却費補助制度」を予定しています

◆制度概要
　町内にある不良空き家住宅を除却する場合に、予算の範囲内で除却費用（消費税等を除く）の一部に対し補

助金を交付します。

　不良空き家住宅とは、町の事前調査により、空家関連法令に基づく「不良住宅」の要件に該当すると判定さ

れた、おおむね１年以上居住者がいない空き家状態の住宅です。

※申込については、５月以降を予定しています。

　※申込み前に除却工事に着手した場合は該当となりませんので、ご注意願います。
●空き家住宅の除却を予定されている場合は、下記までお問合せください

◆問合せ　まちづくり計画課（空家担当）　☎２１－２１２４

「しりべし空き家Ｂ
バ ン ク

ＡＮＫ」がお手伝いします！

◆問合せ　後志総合振興局 建設指導課主査（開発調整）　☎ 0136 － 23 － 1373

　　　　　まちづくり計画課（空家担当）　☎２１－２１２４

　　　　　しりべし空き家バンクホームページ  http://park21.wakwak.com/~hkss/akiyabank.html

　町内には、まだ居住できる空き家が多くありますが、空き家は放っておくと、年々老朽化が進み、資産価

値が下がってきます。

　このような空き家を、有効活用（売る、貸す等）する考えがある所有者はぜひ、しりべし空き家バンクに

登録してみませんか？

●しりべし空き家バンクとは？
　北海道、市町村と建築や不動産の専門家が共同で、空き家の持ち主と空き家を探している人との仲介役を

している組織です。

　～空き家を「売りたい」・「貸したい」は～
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＜入居資格者＞
・現在、町内に住所または勤務先（勤務予定でも可）のある方。

・2人以上の家族（婚約者も含む）で入居する方。

  （定められた条件を満たしている方は、特定の住宅に限り単身入居可能）

・申請時と入居時に連帯保証人がいる方。（連帯保証人は原則として町内在住の方）

・町に納付する税金および公課金を滞納していないこと。（連帯保証人も同様）

・定められた収入基準であること。（世帯の所得月額控除後が15万8,000円以下の方、ただし、小学校就学

　前の子どものいる世帯については21万4,000円以下とする）

・入居時に敷金を納入できる方。（決定家賃の2か月分）

・申込者（同居する者を含む）が暴力団員でないこと。

＜申込期間＞　　４月１日（金）～４月１１日（月）

＜入居決定＞　　４月下旬

＜募集団地概要＞

町営住宅の入居申込を受付します

団   地   名 建 設 年 度 所  在  地 形 式 戸 数 備考（入居要件）

改良住宅
昭和 45 年度

大川町 12 丁目 2 番地
2DK 1 単身可

昭和 46 年度 3DK 1 単身可

栄団地 昭和 62 年度 栄町 254 番地 3LDK 2

大浜中団地 昭和 62 年度 栄町 458 番地 3LDK 2

共栄団地
昭和 56 年度

黒川町 17 丁目 5 番地
3LDK 1

昭和 58 年度 3LDK 1

美園団地 A 棟 平成　7 年度 美園町 16 番地
2DK 1 高齢者専用世帯

2LDK 1

美園団地 B 棟 平成 11 年度 美園町 20 番地 2 3DK 1

白樺団地（２階建） 昭和 50 年度 山田町 32 番地
2DK 1

3DK 6

山田団地
昭和 53 年度 山田町 392 番地 1 3DK 2

昭和 61 年度 山田町 393 番地 3LDK 1

沢町団地 昭和 54 年度 沢町 4 丁目 50 番地 3DK 2

梅川団地（平屋建）
昭和 51 年度

梅川町 376 番地 3
3DK 8

昭和 52 年度 3DK 3

梅川団地（2 階建）

昭和 48 年度

梅川町 372 番地 8

3DK 1

2DK 2 単身可

昭和 49 年度
2DK 6

3DK 2

収入基準
家　族　数　（収入例：就労者１人の場合の年収）

２　人 ３　人 ４　人 ５　人

月額 15 万 8 千円以下 3,511,999 円以下 3,995,999 円以下 4,471,999 円以下 4,947,999 円以下

◆問合せ　まちづくり計画課 公営住宅グループ　☎２１－２１２４

＜入居可能収入＞

※昭和４５年度改良住宅（2DK・１戸）、昭和４６年度改良住宅（３DK・１戸）、昭和４８年度梅川団地 

　2階建て（２DK・２戸）は、単身入居可能住宅で、単身の入居資格は、６０歳以上の方等。

※美園団地A棟（2DK・１戸）は高齢者専用世帯（６０歳以上）住宅ですので単身者では申込みできません。

※以上が平成２８年３月３１日現在の募集住宅ですが、入居申込受付開始日までに空家が出た場合は、追加で

　入居者を募集することがあります。
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● ○  国民健康保険・後期高齢者医療のお知らせ  ○ ●
◎ 国民健康保険証の手続きをお知らせします
　就職や進学または定年退職など、生活に大きな変化がある時期です。それにともなって国民健康保険の各種

手続きが必要となる場合がありますのでお知らせします。

　国民健康保険は、本来お住まいの市町村で加入いただくものですが、進学により町外へ転出する場合は、引

き続き家族と一緒の本町の国民健康保険に加入することができます。該当の方は次の書類を役場まで持参して

ください。

◎進学して町外へ転出する方へ

◎ 国民健康保険税および後期高齢者医療保険料を年金からお支払いされている方へ

国民健康保険を脱退する手続きが必要な場合 国民健康保険に加入する手続きが必要な場合

 就職して新しく会社の健康保険に加入したとき  退職して職場の健康保険を任意継続しないとき

 町外に転出するとき  転入された方で、前市町村でも国民健康保険に加入していた方

 生活保護が開始したとき  出生したとき（親が国民健康保険に加入している）

 死亡したとき

※結婚して氏名が変更になる場合や、町内で住所が変わる場合も、変更の届出が必要となります。

年金天引きによる納付 口座振替による納付

　年金支給月（年 6 回）に自動的に年金から
　天引きとなります

　各納期限の日（7 月から 2 月まで）に指定された
　金融機関より振替となります

　４月からは平成２８年度分として保険税（料）が仮徴収されます。４月・６月・８月に徴収される保険税（料）

は２月徴収額と同額となります。７月に確定した年間の保険税（料）を通知いたします。

　４月から初めて年金から天引きになる方には、お知らせの通知をお送りします。

　なお、年金天引きをしている方で、納付方法を口座振替に変更したいという方はお申出ください。口座振替

に変更した上で、年８回での納付となります。年金天引きから納付書納付への変更はできませんのでご了承く

ださい。

◆問合せ　保健課 医療給付グループ　☎２１－２１２１

◎課税世帯の方の入院時食事代が変わります
　４月１日分から、入院時食事代の自己負担額（食事療養標準負担額）が、住民税課税世帯において次のとお

り変更となりますのでお知らせします。

　限度額適用認定証・標準負担額減額認定証を提示することにより、医療費と食事代が区分に応じた負担です

むため便利です。提示しなかったことで差額が生じた場合は、支給手続きをすることとなります。

対　　象 変　更　前 変　更　後

課 税 世 帯 １食につき２６０円 １食につき３６０円

非課税世帯 変更ありません（区分により１００円～２１０円）

※保険証の交付を受けるのは、学生の期間に限ります。事情により学生の身分に異動があるときは必ずお知ら

　せください。また、引き続き在学していることを確認するため、保険証の有効期間は 1 年ごととしていま

　すので、毎年 4 月に更新手続きをお願いします。卒業時も脱退の手続きが必要です。

必要とする書類

  学生証または在学証明書（合格通知は使用できませんのでご注意ください）

  印かん（スタンプ印は不可）

  国民健康保険証
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● ○  後期高齢者医療制度のお知らせ  ○ ●

◎ 保険料率が変わりました
　被保険者の皆さまにお支払いいただく保険料は、２年ごとに定める保険料率をもとに決めることになってい

ます。平成 28・29 年度の新しい保険料率は、次のとおりです。

　保険料額は、被保険者が等しく負担する「均等割額」と、所得に応じて負担する「所得割額」の合計で計算

します。

◎保険料の計算方法（平成２８年度）

◎保険料の軽減について

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合 平成２８年度 前年度比
　33 万円かつ被保険者全員が所得０円
　（年金収入のみの場合、受給額 80 万円以下）

　   ９割軽減 4,980 円　 　約 　200 円減

　33 万円 8.5 割軽減 7,471 円　 　約 　300 円減

　33 万円＋（26 万 5 千円×世帯の被保険者数） 　    ５割軽減 24,904 円　 　約 　800 円減

　33 万円＋（48 万円×世帯の被保険者数） 　    ２割軽減 39,847 円　 　約 1,300 円減

　世帯の所得に応じて、４段階の均等割軽減措置があります。

◆問合せ　保健課 医療給付グループ　☎２１－２１２１

●軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。

●被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

●昭和２６年１月１日以前に生まれた方の公的年金等に係る所得については、さらに１５万円を引いた額で判

　定します。そのほか、被用者保険の被扶養者だった方に対する軽減などが該当する場合があります。

平成２８年度の保険料額は、7 月に個別にお知らせします。

～保険料率の見直しについて～

●年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

● 均 等 割
（被保険者が等しく負担）

平成 26・27 年度 　平成 28・29 年度

　（年間）
（年間）４９，８０９円（1,663 円減）　  51,472 円

● 所 得 割
（被保険者の所得に応じて負担）

平成 26・27 年度 　平成 28・29 年度

10.52% 　　10.51%（0.01 ポイント減）

● 賦課限度額
（１年間の保険料の上限額）

平成 26・27 年度 　平成 28・29 年度

57 万円 57 万円（変更なし）

均　　等　　割 所　　得　　割 １年間の保険料
【限度額 57 万円】【１人当たりの額】 ＋ 【被保険者本人の所得に応じた額】 ＝

49,809 円 （平成 27 年中の所得―33 万円）× 10.51% （100 円未満切捨て）

　２０歳以上の方は、学生でも国民年金に加入しなければなりません。

　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため保険料の納付が困難な場合は、保険料の納付が猶予される学

生納付特例制度があります。

　申請は年度ごと（毎年）に必要です。この制度は２５か月前まで遡って申請できますので、申請をお忘れの

方はこの機会にご利用ください。

▲▽ 国民年金からののお知らせ△▼

◆問合せ　町民福祉課 民生年金グループ　☎２１－２１２０

 学生の方へ　～国民年金保険料学生納付特例制度について～

◆対象者…大学、短大、高等学校、専門学校、各種学校等に在学する２０歳以上の学生。ただし、前年所得が

　　　　　１１８万円以下の方。

◆未納のままだと…事故や病気で障がいになった場合に、障害基礎年金を請求することができなくなります。

◆承認されると…１０年以内であれば追納することができます。

◆手続きに必要な書類等…印鑑、年金手帳、学生証または在学証明書　



「介護予防教室」の参加者とボランティア・サポーターを募集します

◆内　　容　地域に住む高齢者の介護予防や閉じこも

り予防を目的とした教室で、運動機能や

口腔機能の向上、栄養改善などの介護予

防に向けた学習等を行い、在宅生活の継

続を支援します。また、季節行事や記念

に残る作品作り、バス等で買物やドライ

ブに出かけるなど、楽しみながら活動で

きる内容としています。

◆対 象 者　６５歳以上の町民の方で、介護予防と閉

　　　　　　じこもり予防を目的としたいきいきふれ

　　　　　あい教室の趣旨を理解して参加していた　

　　　　　だける方

◆定　員　約 40 名

◆期　間　平成 28 年４月～平成 29 年３月まで　　

　　　　　（12 か月間）24 回開催

◆曜　日　月２回（ほぼ隔週）の火曜日または水曜日

◆時　間　午前 11 時～午後２時 30 分

◆場　所　主に、かるな和順（送迎あり）

◆費　用　１回 500 円（昼食を希望される方は

　　　　　別途 500 円）

　いくつになっても若々しく元気で過ごしたい…と、お考えの６５歳以上の方のための介護予防教室を開催し
ます。その参加者と、お手伝いをしてくれるボランティア・サポーターを募集します。

「いきいきふれあい教室」

「プールウォーキング教室」

「地域まるごと元気アッププログラム運動教室」

◆内　容　水泳協会指導のもと、プールでウォーキン

　　　　　グをすることで、水の抵抗により筋肉に自

　　　　　然な負荷がかかるため、自分のペースで　

　　　　　ゆっくり歩くだけで、脂肪を燃やすだけの

　　　　　充分な運動ができ、筋肉も鍛えられます。

◆対象者　65 歳以上の町民の方で、毎週１～２回　

　　　　　１時間程度の教室への参加が可能な方

◆定　員　各曜日２０名 （※定員になりしだい締切り）

◆期　間　平成 28 年５月中旬～ 10 月中旬まで

　　　　　（５か月間）45 回開催

◆曜　日　①毎週水曜日（ただし 7・8 月は火曜日）

　　　　　②毎週土曜日（ただし 7・8 月は金曜日）

◆時　間   午前 10 時 30 分～１時間程度

◆場　所　温水プール

◆費　用　１回 100 円（入場料込）

　☆ボランティア・サポーター募集☆
　この教室の運営を手伝ってくださるボランティア・

スタッフとしてサポーターを募集します。　

◆対象者　おおむね 60 歳までの町民の方で高齢者　

　　　　　の心身の健康増進に理解のある方

◆日　時　平成 28 年５月～ 10 月までの毎週水・　

　　　　   土曜日（ただし 7・8 月は火・金曜日）

　　　　　午前 10 時～ 2 時間程度

◆場　所　温水プール

◆内　容　参加者への見守りや歩行補助等

◆謝　礼　１回１，０００円程度

◆申込方法　　　　　　　　　電話または備え付けの申請書に記入のうえ、下記までお申込みください。

◆申請書設置および申込受付　役場（高齢者福祉課窓口）                   　  ☎２１－２１１９

　　　　　　　　　　　　　　地域包括支援センター（イオン余市店内）　☎４８－６０１５

　　　　　　　　　　　　　　在宅介護支援センター（かるな和順内）　　☎２２－３１１５

◆内　容
　基礎体力に合った運動プログラムに楽しく参加する

ことで、体力や筋力の向上を図ることができます。

Ａクラス：いすに座ったままできる軽い体操

Ｂクラス：体重を支え、バランスを保つための軽い運動

Ｃクラス：屋内等でのウォーキングやニュースポーツ

◆対象者　65 歳以上の町民の方

◆定　員　各クラス 25 名程度

◆期　間　平成 28 年４月～平成 29 年３月まで　　

　　　　　（12 か月間）　48 回開催

◆曜　日
　①毎週金曜日

　　Ａクラス：午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

　　Ｂクラス：午後 1 時～ 2 時

　　Ｃクラス：午後 2 時 30 分～ 3 時 30 分

　②毎週水曜日

　　混合クラス：午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

◆場　所　Ａクラス：中央公民館

　　　　　Ｂ・Ｃクラス：勤労青少年ホーム

　　　　　混合クラス：福祉センター

◆費　用　1 か月 500 円

〈2016. ④広報よいち　12〉

≪介護予防教室参加者およびボランティア・サポーター申込≫



障がいのある方への差別をなくすための取組がはじまります
　障がいの有無にかかわらず、すべての方がともに暮らす社会の実現をめざして、『障害者差別解消法（正式

名称：障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律）』が平成２８年４月１日から施行されます。

　この法律では、「障がいを理由とする差別」をなくすための基本的な事項や、国の行政機関・地方公共団体等・

民間事業者における「障がいを理由とする差別」をなくすための支援措置などについて定めています。

◎障がいを理由とする差別とは…

◎ この法律の対象範囲

　不当な差別的取扱い…正当な理由なく、障がいがあるという理由だけで、サービスの提供を拒否したり、　

　　　　　　　　　　　制限したり、条件をつけたりするような行為をいいます。

　合理的配慮の不提供…障がいのある方から、日常生活や社会生活上の妨げになるものを取り除くために必　

　　　　　　　　　　　要な、何らかの配慮を求める申し出などがあった場合には、負担になり過ぎない範　

　　　　　　　　　　　囲で、合理的な配慮を行うことが求められます。こうした配慮を行わないことで、　

　　　　　　　　　　　障がいのある方の権利や利益が侵害される場合も、差別に当たります。

◆問合せ　町民福祉課 民生年金グループ　☎２１－ ２１２０

※詳しくは、町ホームページのほか、内閣府の ホームページ・リーフレットをご覧ください。

対　　　象 不当な差別的取扱い 合理的な配慮

　国の行政機関・地方公共団体等

禁　　　止

行わなければなりません
【法的義務】

　民間事業者
　（個人事業者、ＮＰＯ等の非営利
　  事業者も含みます）

行うよう努めなければなりません
【努力義務】

　縦覧は、「土地・家屋価格等縦覧帳簿」により町内の他の土地・家屋の評価額をご覧いただき、自己の所有

する土地・家屋の評価額が適正であるかどうかを確認していただく制度です。

　閲覧は、「固定資産課税台帳」により固定資産税の課税内容を確認していただく制度です。

縦覧できる人 ・固定資産税の納税者本人または代理人　

・納税者と同居の親族　

・納税管理人

お持ちいただくもの 納税者等本人であることを確認できるもの（運転免許証など）

※代理人の場合は委任状が必要になります。

 閲覧できる人

①

・固定資産税の納税義務

　者または代理人

・納税義務者と同居の親族

・納税管理人

納税義務者本人の課税台帳を閲覧できます。

② 借地人、借家人等
賃貸借契約などの対象となっている土地・家

屋の課税台帳を閲覧できます。

③
固定資産の処分をする権

利を有する方

当該権利のある土地・家屋の課税台帳を閲覧
できます。

 お持ちいただくもの

・納税義務者等本人であることを確認できるもの（運転免許証など） 
　※代理人の場合は委任状が必要になります。
・法人の場合は、代表者印を押印した申請書または委任状
・上記②・③の方は、権利を有することがわかるもの（賃貸借契約書・不動産
　登記簿など） 

 平成２８年度 固定資産税にかかる縦覧・閲覧ができます

★閲覧「固定資産課税台帳」

★縦覧「土地・家屋価格等縦覧帳簿」

◆期 間　4 月 1 日（金）から 5 月 25 日（水）まで（土・日・祝日除く）

◆時 間　午前 8 時 45 分から午後 5 時 15 分まで

◆場 所　余市町役場 1 階　税務課 課税グループ

◆問合せ　税務課 課税グループ　☎２１―２１１５
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「マッサンゆかりの町よいち情報館」が閉館しました

◇◇◇観光振興と地域活性化の推進に向けて◇◇◇
◆問合せ　「マッサン」応援推進協議会 事務局（商工観光課）　☎２１－２１２５

　マッサン応援推進協議会と余市銀座商店会の共同運営により、マッサンのドラマの舞台となった本町を訪れ

る観光客に対し、ドラマの情報やモデルとなった竹鶴夫妻の紹介をはじめ、本町の産業、文化等の情報を幅広

く発信することを目的として平成 26 年 11 月 22 日に開館した「マッサンゆかりの町よいち情報館」が去る

2 月 21 日をもって閉館しました。

　1 年 3 カ月にわたる期間中の入館者数は道内外からの観光客を中心に 16,339 人となり、「衣装などを見

てドラマのシーンが蘇った」「余市町のファンになった」など、総じて高い評価をいただきました。

　情報館では、これまでに展示品や余市に関する情報発信などを通して本町の良さを最大限アピールするとと

もに、観光客を町内観光ポイントや商店街などへ誘導することで観光振興と地域経済の活性化に一定の役割を

果たしたものと考えております。

　また、町民の皆様にも多数ご来館いただきました。心よりお礼申し上げます。

マッサン通信

「リタの散歩道」の改訂版が完成しました
　観光シーズンの到来を迎え、マッサン応援推進協議会では昨年作成した「リタの散歩道」の一部を改訂し、

この度新たなマップが完成しました。

　「マッサンとリタが愛した余市の風景を探して」というテーマで、JR 余市駅前からリタロードを経由し余

市川沿いを巡る約 3.5 ㎞、所要時間約 1 時間の散歩コースとなっています。また、マップの中では、巡る際

の見どころや撮影スポットなども紹介しています。

　昨年の桜のシーズンでは、マップを見ながらコースを巡る観光客の姿も多数見受けられました。町民の皆さ

んも健康づくりを兼ねてぜひ歩いてみてはいかがでしょうか。

◆マップのダウンロードはこちらから
　　　　　マッサン応援推進協議会ホームページ　http://massanyoichi.com

　　　　　余市観光協会ホームページ   　　　　　http://yoichi-kankoukyoukai.com

　なお、このマップはニッカウヰスキー余市蒸溜所や余市観光協会、JR 余市駅などで配布している
ほか、下記ホームページからもダウンロード出来ます。
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観光トイレ

E.

余市消防署

余市教会・リタ幼稚園

発行元 連続テレビ小説「マッサン」応援推進協議会
余市町役場経済部商工観光課事務局 TEL 0135-21-2125

散歩道ルート

余市橋
（リタブリッジ）

田川橋 余市川

F.駅前交番

小樽→

←函館

国道5号

JR余市駅A.
エルラプラザ（余市町観光物産センター）B.

余市宇宙記念館

余市町図書館

古平・積丹→

余市
運動公園

ニッカ沼

リタの散歩道
ニッカウヰスキー余市蒸溜所から余市川を巡る散歩道です。
距離：約3.5km 所要時間：約60分 撮影スポットPH O T O  S P O Tカメラ片手に、竹鶴政孝とリタが愛した余市の風景を捜してみましょう♪

ニッカウヰスキー余市蒸溜所D.C.
沿道歩道の一部にスコットランドレンガを使用

マッサン・リタが愛した余市の風景を探して

＝

This road was named

Mrs.Taketsuru Rita. Mrs.Rita was 

born in Scotland, and had loved Yoichi 

very much.     

ここから
入る

Group to Preserve the Rita Road

余市
観光協会

JR余市
駅前公園

リ タ ロ ー ド 国道229号

リタロードの
花壇に咲く
ヘザーの花

町が管理する都市公園の遊具の点検を実施します

◆問合せ　建設課 建設管理グループ　☎２１－２１２７　

　町では、公園を安心安全に利用していただくため、雪解けにあわせて

遊具の安全点検を実施します。

　なお、点検により部分的な補修等が必要な場合には、使用禁止等の安

全措置を行なう場合がありますので、公園を利用される方々には、ご不

便をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

『リタの散歩道』　　　　　　　　　　　　　　　　ニッカウヰスキー創業者、「マッサン」こと竹鶴政孝

氏の夫人リタさんにちなんで名づけられた余市駅前～余市役場までの「リタロード」。そこ

からスコットランドを彷彿とさせる余市川を含む一帯の景観を、「今に伝える竹鶴政孝氏と

リタさんの歴史とロマン」というコンセプトで散歩道として位置づけました。

JR余市駅 Yoichi Station

Nikka Whisky Yoichi Disti l lery

Yoichi Space Museum

Yoichi Church / Rita Kindergarten

Yoichi Station Park

Elra Plaza（Yoichi Sightseeing Product Center）

A.
スコットランド風の外観の余市駅は、町内の観光や散策の拠点

として、また札幌・小樽方面、俱知安・ニセコ方面への移動にも大
変便利です。

JR余市駅前公園C.
JR余市駅の前にある公園には、連続テレビ小説マッサンの放送(2014年9月

29日～2015年3月28日)を記念したモニュメントが新たに完成し、ウィスキー

の瓶を抱いた熊の像や竹鶴ご夫妻の写真入りのリタロード石碑、ハートの形

を模ったメモリアルアーチなどもあり、新たな撮影スポットになっています。

B.
余市町の特産品をはじめ、焼きたてのアップルパイや手作りアイ

スクリームを食べながら、周辺の観光情報を気軽に調べる事が

できます。2階には「ジャンプ王国余市展示ホール」も。ぶらり旅

の途中にお立ち寄りください。

エルラプラザ（余市町観光物産センター）

ニッカウヰスキー余市蒸溜所D.
ウイスキーの故郷、スコットランドの雰囲気が静かに漂うレトロで

お洒落な琥珀色の世界。素晴らしい自然環境と、その中で育ま

れるニッカウヰスキーの原点が体験できます。蒸溜所見学も人気

です。（※案内係のガイド付き見学は要予約）

余市教会・リタ幼稚園F.
リタロード沿い、余市川の畔に佇む余市教会とリタ幼稚園は、リ

タさんの遺産の一部が寄付され建築費用の一部に充てられたこ

とから、当時の余市幼稚園を「リタ幼稚園」と名称変更し現在も

歩んでいます。

E.
毛利衛宇宙飛行士のふるさとで、宇宙の神秘と体験を楽しむこ

とができる施設です。3Dシアターやデジタルプラネタリウム、

JAXAコーナーなど、宇宙と地球を結ぶ最新情報から21世紀の

夢と未来を感じてください。

余市宇宙記念館

リタロードの歩道や消防庁舎、宇宙記念館などの広場には輸入したスコットランド

レンガが使用されています。また、スコットランド風の街路灯も設置され、街路樹に

はベニバナトチノキ、花壇にはスコットランドのヘザー(ヒース)が植えられ、マリー

ゴールドなどの花の植栽がリタロードを守る会を中心としたボランティアにより毎

年行われています。

リタロード沿道はスコットランドの雰囲気

［リタロードについて］（ほっかいどう100の道　道番号：15）
余市町の市街地再開発計画として策定された「はばたけ余市21計画」の国際交流プロジェクト事業の
一環として、リタさんの生まれ故郷であるイギリス スコットランド、ストラスケルビン市（現在はイー
スト・ダンバートシャイヤ市）と1988年に姉妹都市提携が行われ、その記念事業として名づけられま
した。

［リタロードを守る会について］
リタロードを守る会は、平成11年4月設立以来、会員や沿道住民、余市町
他関係団体と連携し、花植や清掃等を行い、魅力あるまちづくりのため
に活動をしています。

余市町
役場 モイレ山 余市湾

大川橋

余市橋
余市宇宙記念館

道の駅

ニッカウヰスキー
余市蒸留所

エルラプラザエルラプラザ

JR余市駅

至小樽

至
古
平

余
市
川

229
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リタロード

そ
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他
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な
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余市橋（リタブリッジ）
Yoichi Bridge（Rita Bridge）

余市町図書館
Yoichi LibraryPolice Station

駅前交番
Kurokawa municipal Parking / Public Lavatory
黒川町営駐車場の管理棟・観光トイレ

Yoichi Fire Station
余市消防署

散歩の途中に...
ニッカ沼ではバン、余市川では青

サギや川鵜などの野鳥に出会えます。

また、秋には、運が良ければ鮭の

遡上を見ることができます。



　最近、犬や猫の飼育に関するご近所同士のトラブルが発生しています。犬や猫を飼う場合は、ルール・マ

ナーを守って次のことに注意し、住み良いまちづくりにご協力願います。

○●犬・猫の飼い主の皆様へ●○

●犬の登録と狂犬病予防注射を受けましょう。
　生後 91 日以上のすべての犬に「登録」と「狂犬病予防注射」が法律で義務付けられています。

　・「登録」は犬の生涯に１度必要です。役場環境対策課窓口で申請しましょう。登録時に鑑札・犬門票を交

　　付します。

　・「狂犬病予防注射」は１年に１回必要です。集合注射（春・秋に実施）、または動物病院で受けましょう。

　　注射済票を交付します。

※交付された鑑札・注射済票は首輪等に着けて万一迷子になった場合に備え、犬門票は飼育場所に掲示しま　

　しょう。また、登録犬の死亡や、所在地、所有者に変更があった時は必ず届出を行ないましょう。

●犬のけい留をしっかりしましょう。　

　犬の放し飼いは、条例で禁止されています。

　他人に恐怖心をあたえたり、咬みつき事故を起こしたり、迷子、交通事故等の原因と

ならないよう、犬のけい留をしっかりして事故の防止に努めましょう。

●フンの後始末をしましょう。
　犬が散歩時にフンをした場合、飼い主は必ずビニール袋等に入れてフンを持ち帰り、

責任をもって処理をしましょう。

●野良猫へのエサやりはやめましょう。
　飼い主のいない猫（野良猫）に敷地内でフンや尿をされて迷惑しているなどの苦情や相談が多数寄せられて

います。野良猫にエサやりしている人は、実質的な飼い主となり、その猫に対し、一定程度の責任が生じます。

　野良猫へのエサやりは、絶対にやめましょう。

●猫は室内で飼いましょう。
　猫を外に出すと飼い主には行動が分かりません。飼い主の目の届かないところで、フンや尿などで近隣の住

民に迷惑をかけ、トラブルになるケースが多く見受けられます。猫は室内で飼いましょう。

　町では、平成２３年１１月より小型の電子・電気機器やその他付属品等を町内各所に設けた回収ボックスに

おいて、無料で回収しリサイクルを行っています。ごみの減量化・再資源化のためご協力をお願いします。

※回収ボックス投入口（３０㎝×３０㎝）に入る大きさのものに限ります。
◆廃棄するときの注意事項
　○家電リサイクル法の対象機器（ブラウン管テレビ、液晶・プラズマテレビ、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、

　　衣類乾燥機）は対象外です。

　○ビデオテープ、カセットテープ、ＣＤ、Ｄ V Ｄ、ブルーレイディスクなどの記録媒体は対象外です。

　○パソコンのデータや携帯電話のメモリーなどの個人情報は確実に処理されますが、データを消去してから

　　廃棄してください。

　○回収ボックスへの持ち込みは、各施設開館時間内でお願いします。

◆回収ボックス設置一覧

■□小型電子・電気機器回収のお知らせ□■

施　　設　　名 住　　　　　所 電話番号

　役場庁舎  正面玄関ホール 　朝日町２６番地 ２１－２１１８

　中央公民館 　大川町４丁目１４３番地 ２３－５００１

　福祉センター　１階ホール 　富沢町５丁目１３番地 ２２－６２２８

◆問合せ　環境対策課 廃棄物対策グループ　☎２１－２１１８

◆問合せ　環境対策課 環境衛生グループ　☎２１－２１１８
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パブリックコメントの結果について
　「余市町子どもの読書活動推進計画（素案）」について、パブリックコメントを実施した（１１月２日～

１２月４日）ところ、町民の皆様から１５件のご意見等が寄せられました。貴重なご意見をいただき、あり

がとうございました。

　本計画は、寄せられたご意見を参考にさせていただき、策定しました。

　寄せられたご意見の内容と、ご意見に対する教育委員会の考え方、また策定した計画については４月１日

以降、町および図書館のホームページで公表するとともに、役場教育委員会、中央公民館、福祉センター、

図書館に掲示しますので、ご覧ください。

開園場所 募集区画 １区画当たりの面積 １区画の料金 開園期間
①山田市民農園

（山田町 577 番地）
６５区画 ５０㎡（約１５. ０坪） ５, ０００円

５月中旬から

１０月末まで
②登市民農園

（登町 1939 番地 1）

４区画 ６６㎡（約２０. ０坪） ６, ６００円

１６区画 ６７㎡（約２０. ３坪） ６, ７００円

３６区画 ６８㎡（約２０. ６坪） ６, ８００円

１２区画 ８８㎡（約２６. ７坪） ８, ８００円

２８区画 ８９㎡（約２７. ０坪） ８, ９００円

※開園期間中の土、日等に野菜栽培に対応可能な職員を配置に取り組みます。

※耕起・堆肥は実施済みです。

◆申込み時期　４月４日（月）から 4 月２２日（金）まで

◆申込み方法等　電話または FAX で申込みください。（土、日、祝日を除く）

　（1）募集区画を上回る場合は、抽選とします。

　（2）募集区画に満たない場合は、次のとおりです。

　　　①昨年と同じ区画場所を希望する方は同じ区画を利用できます。

　　　②１名で２区画まで利用できます。

         ③登市民農園については、個人・団体・グループでの利用も可能です。 

 余市町市民農園 利用者募集

～山田・登市民農園案内図～

　①山田市民農園・②登市民農園の 2 地区を開設します。

　自家用野菜・花の栽培、家族そろっての生きがいづくり、生徒・児童の体験学習などに市民農園をぜひご利

用ください。
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井
川
線 

ダイハツ 
余市中央 
 

至
赤
井
川 

余
市
川 

道の駅 

至
仁
木 

農道離着陸場 

小
樽
建
設
管
理
部 

余
市
出
張
所 

道
道
然
別
余
市
線 

登市民農園 

◆申込み　農村活性化センター（メッセ・アップルドリーム）

　　　　　　　　　　　　　☎２３―５５６８・FAX ２３―２１８９

　　　　　農林水産課　　　☎２１―２１２３・FAX ２１―２１４４

◆問合せ　余市町図書館　☎２２－６１４１
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余市町の空間放射線量率の状況
　北海道が設置している広域モニタリングポスト（余市町朝日）

による空間放射線量率の測定データを公表いたします。

　私たちは日常的に自然界から微量の放射線を浴びていますが、

通常測定される「空間放射線量率」は10～60ナノグレイ毎時（ｎ

Ｇｙ / ｈ）程度で、雨が降ると一時的に上昇する場合があります。

直近の測定結果については、町ホーム

ページでご覧いただけます。

測定日：２月２３日～３月２３日

最高値：３５ｎＧｙ／ｈ

最低値：２４ｎＧｙ／ｈ

平均値：２８ｎＧｙ／ｈ

　※空間放射線量率は平常レベルです
放射線の単位
Ｇｙ（グレイ）：物質が放射線によって受けたエネルギーを表します。

地域協働推進課　☎２１―２１４２

施設の名称 指定管理者 指定期間 所管課
黒川町営駐車場
黒川第２町営駐車場
　　　　　☎ 22 － 5848　

株式会社 古垣建設
　　☎ 22 － 5578　

　平成２８年４月　１日～
　平成３１年３月３１日

　建設水道部建設課
☎ 21 － 2127　

余市あゆ場公園
（パークゴルフ場等）
　　　　　☎ 22 － 0008　

　株式会社 東洋実業
　（余市営業所
　　☎ 22 － 3420）

　平成２８年４月　１日～
　平成３１年３月３１日

　建設水道部建設課
☎ 21 － 2127　

余市町総合体育館
　　　　　☎ 23 － 5210　 　株式会社 東洋実業

　（余市営業所
  　☎ 22 － 3420）

　平成２８年４月　１日～
　平成３１年３月３１日

　教育委員会社会教育課
☎ 23 － 5001　

余市運動公園有料公園施設
　　　　　☎ 23 － 5210　

　建設水道部建設課
☎ 21 － 2127　

余市町温水プール
　　　　　☎ 23 － 6030　

　特定非営利活動法人
　　余市水泳協会
　　☎ 23 － 6030　

　平成２８年４月　１日～
　平成３１年３月３１日

　教育委員会社会教育課
☎ 23 － 5001　

◎指定管理者制度とは
　町民の皆さんが利用する「公の施設」の管理・運営に、民間企業等が持つノウハウを活用し、サービスの向

上や経費の節減を図ることを目的に設けられた制度です。

◎施設の名称と指定管理者
　今回指定された施設名と指定管理者（町に代わって施設の管理・運営を行う法人、団体など）は、下記のと

おりです。

　なお、各施設の利用や申込み方法などは、施設、指定管理者または所管課に問合せください。

公の施設の指定管理者を指定しました

「黄砂」の飛来に注意
　黄砂現象とは、東アジアの砂漠地帯（ゴビ砂漠、タクラマカン砂漠など）や黄土地帯から強風により大気中

に舞い上がった黄砂が浮遊しつつ降下する現象をいいます。

　日本では、上空の強い西よりの風（いわゆる偏西風）によって、大陸に近い九州や時には北海道まで運ばれ

ることがあります。黄砂は、春に観測されることが多く、時には空が黄褐色に煙ることがあります。

　北海道でも 2010 年（平成 22 年）４月２日に大規模な黄砂が観測され、札幌でも見通しが 10km 未満と

なり、気象台にも市民から健康への影響を心配する問合せが寄せられました。

　気象庁では平成 16 年１月から、ホームページで「黄砂情報」を提供しています（以下の URL）。

　ここでは、黄砂が観測された地点の分布図（「黄砂観測実況図」）や黄砂を予測する地域（黄砂予測図）を閲

覧することができます。

　また、日本で広範囲に濃い黄砂を観測した場

合や予測した場合は「黄砂に関する気象情報」

なども発表しています。

　なお、環境省と気象庁が共同で情報を集めた

黄砂の状況が見られるように、ホームページを

開設しています。

　花粉症や気管支ぜんそく等を患う方は、気象

庁の黄砂情報を外出前に確認してみるのが良い

でしょう。

［黄砂情報提供ホームページ］
　http://www.data.jma.go.jp/gmd/env/

　kosateikyou/kosa.html

◆問合せ　札幌管区気象台 天気相談所　

               ☎０１１―６１１－０１７０　  《黄砂に関する解説図》
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余市宇宙記念館からのお知らせ
　余市宇宙記念館は、４月１６日（土）から一般観覧開館となります。宇宙の最新情報を展示パネルや職員の

解説により、わかりやすく説明します。また、宇宙や星座、航空、地球環境など、宇宙に関連した色々な教室

や工作教室、科学教室などを行う「おもしろ宇宙教室」は、５月より開始します。

平成２８年度  温水プール開館のお知らせ

●開館時間等
　平日（火～金曜日）　午後１時 30 分～８時 30 分（７、８月は正午からの開館となります。）

　土曜日　　　　　　  午前９時～午後８時 30 分

　日曜・祝日　　　  　午前９時～午後５時

　休館日　毎週月曜日、祝日の翌日（月曜日が祝日の時は火曜日。なお７月、８月の休館日はありません。）

～本年度の開館は４月１２日（火）からとなります～

▲水泳教室参加者募集のお知らせ ▽ 

☆歩く水泳の集い
　（ウォーキングを中心とした水中運動教室）
◆開催日　５月 12 日～ 11 月末まで

　　　　　毎週木曜日（休館日、祝日を除く）

◆時　間　午後７時～７時 45 分

　※参加料は無料ですが入館料はお支払いください。

☆水泳初心者の集い
　（初心者を対象とした水泳教室）
◆開催日　５月 17 日～ 11 月末まで

　　　　　毎週火曜日（休館日、祝日を除く）

◆時　間　午後７時～７時 45 分

　※参加料は無料ですが入館料はお支払いください。

※上記以外（小学生等）水泳教室については５月号広報で
　お知らせします。
◆問合せ・申込み　余市水泳協会（余市温水プール内）

　　　　　　　　　（大川町９丁目３番地） ☎２３－６０３０

～一般成人対象水泳教室～
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内
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問
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せ　
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館

　
　
　
　
　
　

（
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―
２
２
０
０
）

　★余市宇宙記念館サポートボランティアを
　　　　　　　　　　　　　　　募集しています★
　◆問合せ　余市宇宙記念館　☎２１―２２００

★余市宇宙記念館ホームページ
　http://www.spacedome.jp
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注）福祉センター（富沢町５丁目）、福祉センター入舟分館（入舟町）、中央公民館（大川町４丁目）、

　　倶知安保健所余市支所（朝日町）、余市商工会議所（黒川町３丁目）

健康と暮らしの情報（４月号）
子育て情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

健康づくり情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

休日当番医『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

その他の生活情報　　

事　業　名 対　象　者 実　施　日 時　　　　　間 会　　　　場

１ 0 か 月 児 健 診  H27 年　6 月生まれ 7 日（木）
受付 12：00 ～ 12：20 福祉センター入舟分館

３ 歳 児 健 診  H24 年 11 月生まれ 　8 日（金）

マ マ さ ん 交 流 会  おおむね 3 歳までの
 お子さんとその保護者

12 日（火） 10：00 ～ 12：00 中央公民館

１ 歳 ６ か 月 児 健 診  H26 年　９月生まれ １4 日（木）受付 12：00 ～ 12：20 福祉センター入舟分館

ニコニコたまご教室
（楽なお産をするために）

 妊婦とその家族
 ※申込みが必要です

22 日（金） 13：30 ～ 15：30
中央公民館

（申込先）保健指導グループ
☎２１―２１２２

４ か 月 児 健 診  H27 年 12 月生まれ 28 日（木）受付 11：50 ～ 12：10 福祉センター入舟分館

事　業　名 実　施　日 時　　　　間 会　　　　場 備　　　　考

心 の 健 康 相 談 7 日（木） 　13：30 ～ 15：30
倶知安保健所余市支所

☎２３－３１０４

3 日前までに予約が必要です。
（申込先）倶知安保健所
※相談日は都合により変
更する場合があります。
☎ 0136―23―1957

認知症の介護相談 　　 18 日（月）  　13：00 ～ 15：00 福祉センター入舟分館 ご自由に相談ください。

健 康 相 談  　　27 日（水） 　   9：00 ～ 15：00 余市町役場
19 日（火）までに予約が
必要です。

事　業　名 実　施　日 時　　　間 会　　　場 備　　　考

心配ごと相談 6 日（水）、20 日（水） 13：00 ～ 16：00

福祉センター入舟分館

（問合せ）
余市町社会福祉協議会

☎２２―３１５６
※法律相談については
　事前申込み必要

育児・子育て相談 １５日（金） 13：00 ～ 16：00

無料法律相談
（予約制）

　４日（月） 13：30 ～ 14：30

２０日（水） 13：00 ～ 16：00 中央公民館
事前申込み必要
役場総務課

☎２１―２１１１

１９日（火） 15：00 ～ 17：00 余市商工会議所
☎２３―２１１６

事前申込み必要
申込同左

注）福祉センター入舟分館（入舟町）、中央公民館（大川町４丁目）、倶知安保健所余市支所（朝日町）、

　　余市商工会議所（黒川町３丁目）

　町では毎月第３水曜日に無料法律相談所を開設しています。

　金銭、不動産、家事等の法律問題を札幌弁護士会所属の弁護士が相談に応じます。お気軽にご利用ください。

〓 〓　無 料 法 律 相 談 の ご 案 内　〓 〓

◆開 設 日　毎月第３水曜日

◆場 所　中央公民館

◆開設時間　午後１時～４時

◆相談時間　１人３０分（６人まで）

◆予約受付　相談は、事前に予約が必要です。

◆問 合 せ　総務課 総務グループ

　　　　　　☎２１－２１１１

当　番　日 医　療　機　関　名 電 話 番 号

3日（日） 脳神経外科よいち港南クリニック 21-5566

10日（日） わたなべ内科医院 22-3989

17日（日） 北郷耳鼻咽喉科医院 23-5533

24日（日） 佐野内科クリニック 22-7001

29日（金） 勝田内科皮フ科クリニック 22-3843

5月1日（日） 中島内科 22-3866

※休日当番医の診療時間は9時～1７時までです。

休日当番医は変更になることがありますので、

確認してから受診してください。



〈2016. ④広報よいち　20〉

=　募集・お知らせ　=
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問
合
せ　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

　

本
部
小
樽
地
域
事
務
所
（
小
樽
市

　

稲
穂
２
―
22
―
４
樽
石
ビ
ル
2F
）

　

（
☎
０
１
３
４
―
22
―
５
５
２
１
）

〈
国
税
専
門
官
募
集
〉

◆
受
験
資
格

　

①
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
　

７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

　

②
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　
　

れ
の
者
で
大
学
を
卒
業
し
た
な

　
　

ど
別
に
定
め
る
者

◆
申
込
期
間

　

（
受
付
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　

の
申
込
み
と
な
り
ま
す
）

　

４
月
１
日

（金）
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　

4
月
13
日

（水）
受
信
有
効

◆
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp

:/
/
w

w
w

.jin
ji-

s
h

ik
e
n

.  

   g
o
.jp

/
ju

k
e
n

.h
tm

l

◆
試
験
日
程

・
第
１
次
試
験　
【
基
礎
能
力
試
験
、

　

専
門
試
験
】　

  

５
月
29
日

（日）

・
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日

　
　
　
　
　
　
　

６
月
28
日

（火）

・
第
２
次
試
験

　
【
人
物
試
験
お
よ
び
身
体
検
査
】

　

７
月
12
日

（火）
～
20
日

（水）
の
う
ち
指

　

定
す
る
日

・
最
終
合
格
者
発
表　

８
月
22
日

（月）

◆
問
合
せ　

札
幌
国
税
局
人
事
第
２

　

課
採
用
担
当
（
☎
011
―
231
―
５
０
１
１

　

内
線
２
３
１
５
）
ま
た
は
余
市
税

　

務
署
（
☎
22
―
２
０
９
３
）

〈
余
市
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

○
津
波
等
に
対
す
る
避
難
に
つ
い
て

　
（
津
波
が
発
生
し
た
時
に
、
ど
の

　

  

よ
う
に
避
難
し
た
ら
よ
い
か
）

　

「
津
波
警
報
」
が
発
表
さ
れ
た
ら
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
等
の
放
送
で
住
民

の
方
々
へ
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　

市
町
村
が
緊
急
時
に
お
け
る
避
難

場
所
等
を
指
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

近
く
の
高
台
や
指
定
避
難
場
所
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

津
波
は
繰
り
返
し
き
ま
す
の
で
、

一
度
避
難
を
し
た
ら
、
し
ば
ら
く
は

避
難
を
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。
第
一

波
が
小
さ
く
て
も
、
後
か
ら
く
る
波

の
方
が
高
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

逃
げ
切
れ
な
い
時
は
、
近
く
に
あ

る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
頑
丈

な
建
物
な
ど
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

○
火
災
予
防
運
動
の
実
施
に
つ
い
て

　

４
月
下
旬
に
春
の
全
道
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
行
事
等
の

開
催
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
　

維
持
・
管
理
に
つ
い
て
！

　

定
期
的
に
作
動
確
認
を
し
て
も
音

が
鳴
ら
な
い
場
合
は
電
池
切
れ
か
機

器
本
体
の
故
障
で
す
の
で
取
扱
説
明

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ホ
コ
リ
な
ど
が
付
く
と
感
知
し
づ

ら
く
な
り
ま
す
。
一
年
に
一
回
程
度

よ
く
絞
っ
た
布
で
汚
れ
を
拭
き
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
ご
注
意
！

　

消
防
署
が
直
接
住
宅
用
火
災
警
報
器

や
消
火
器
を
訪
問
販
売
し
た
り
、
特
定

の
業
者
に
商
品
の
斡
旋
を
し
、
販
売
を

依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
善
意
で
使
用
さ
れ
た
消
火
器
が

　
　
　
　
　
　
　

補
償
さ
れ
ま
す
！

　

町
内
で
発
生
し
た
火
災
を
消
す
た

め
、
消
火
活
動
の
協
力
者
が
使
用
し

た
消
火
器
に
対
し
、
使
用
済
み
の
消

火
器
へ
薬
剤
を
再
充
填
し
た
り
、
新

品
の
消
火
器
と
交
換
出
来
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
問
合
せ　

余
市
消
防
署　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
３
７
１
１
）
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=　募集・お知らせ　=
〈
余
市
町
中
小
企
業
振
興
資
金

　
　
　

  

融
資
の
融
資
利
率
の

　
　
　
　
　
　

  

変
更
に
つ
い
て
〉   

　

４
月
１
日

（金）
以
降
の
借
入
れ
分
か

ら
余
市
町
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資

の
融
資
利
率
を
一
律
0.6
％
引
き
下
げ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
融
資
利
率　

（
融
資
期
間
）
（ 

利
率 

）

　

１
年
以
内　

２
・
０
０
％
以
内

　

３
年
以
内　

２
・
０
５
％
以
内

　

５
年
以
内　

２
・
１
０
％
以
内

　

７
年
以
内　

２
・
１
５
％
以
内

　

10
年
以
内　

２
・
２
０
％
以
内

◆
問
合
せ　

商
工
観
光
課

　
　
　
　
　

（
☎
21
―
２
１
２
５
）

黒
川
児
童
館
（
入
舟
町
☎
23
―
４
３
３
８
）

▽
お
り
が
み
の
会

　

４
月
９
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
つ
ど
い
の
広
場

　

４
月
20
日

（水）　

午
前
10
時
～

▽
ぬ
り
絵
大
会

　

４
月
24
日

（日）　

午
後
１
時
30
分
～

沢
町
児
童
館
（
富
沢
町
３
丁
目
☎
23
―
５
６
７
３
）

▽
大
型
紙
芝
居
の
会

　

４
月
９
日

（土）　

午
後
1
時
30
分
～

▽
つ
ど
い
の
広
場

　

４
月
13
日

（水）　

午
前
10
時
～

▽
ボ
ー
ル
遊
び
の
会

　

４
月
23
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

〈
母
親
ク
ラ
ブ
入
会
の
お
誘
い
〉   

　

沢
町
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
は
、
子

ど
も
達
の
健
全
育
成
の
た
め
地
域
に

根
差
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
子

育
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
団
体
で

す
。
親
子
の
ふ
れ
あ
い
、
ス
ポ
ー
ツ

や
趣
味
を
通
し
て
会
員
同
士
の
親
睦

を
図
り
、
バ
ザ
ー
や
ク
リ
ス
マ
ス
会

等
で
地
域
と
親
子
・
子
ど
も
同
士
の

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

◆
活
動
場
所　

沢
町
児
童
館

◆
活
動
日　

平
日
の
午
前
中 

他

◆
募
集
対
象　

地
域
の
子
育
て
に
関

　

心
の
あ
る
方
。
年
齢
、
性
別
は
問

　

い
ま
せ
ん
。

◆
活
動
サ
ー
ク
ル

○
幼
児
サ
ー
ク
ル

　

歌
、
手
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か

　

せ
、
誕
生
会
、
季
節
の
行
事
、
子

　

育
て
相
談
等

○
ス
ポ
ー
ツ
＆
文
化
系
サ
ー
ク
ル

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
、

　

ク
ラ
フ
ト
、
書
道
等

　

い
ず
れ
も
初
心
者
、
経
験
者
問
い

　

ま
せ
ん
。
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
リ
フ

　

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

　

沢
町
児
童
館
（
☎
23
―
５
６
７
３
）

　高齢者やその家族の方等がいつでも相談できるように、余市町地域包括支援センターがフルーツ・シャトー

よいち施設内から平成２８年４月１日（金）よりイオン余市店 1 階に移転します。

　地域包括支援センターは介護や高齢者福祉についての相談窓口です。気軽にご相談ください。

 余市町地域包括支援センターの移転について

◆開設時間　午前９時～午後７時　（土・日・祝日も利用できます）

◆住　　所　余市町黒川町１２丁目６２番地　イオン余市店内　１階

◆電　　話　０１３５－４８－６０１５

◆Ｆ Ａ Ｘ　０１３５－４８－６０１６

　町が発注する建設工事・物品購入などの入札に参加するためには、「競争入札参加資格申請書（通称『指名

願い』）」の提出が必要です。

　入札参加の希望はあるが、「競争入札参加資格申請書」をまだ提出していない方は随時受付を行っています

ので役場に提出してください。

　なお、申請にあたって必要な書類などの詳細は、財政課に問合せください。

◆申請書様式　①建設工事等は全道統一様式（市町村用）となります。

　　　　　　　②物品の購入等は町独自様式となります。

　　　　　　　　独自様式については町ホームページからダウンロードも出来ますのでご利用ください。

◆問合せ　財政課 契約管財グループ　☎２１―２１１４

競争入札参加のために必要となる『指名願い』の受付は随時行っています



 ◆問合せ　保健課 保健指導グループ  
（☎２１－２１２2）
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平
成
27
年
7
月
よ
り
募
集
し
て
お

り
ま
し
た
「
特
定
健
康
診
査
に
関
す

る
川
柳
・
イ
ラ
ス
ト
」
に
関
し
て
、

昨
年
度
は
川
柳
部
門
に
お
い
て
6
名

の
方
か
ら
9
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　

応
募
頂
い
た
数
々
の
素
晴
ら
し
い

作
品
の
中
か
ら
、
こ
の
度
、
町
長
賞

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
町
長
賞

に
選
ば
れ
た
の
は
、
井
尾 

雅
敏 

様

の
一
句
「
健
診
を 

受
け
て
安
心 

ま

た
一
年
」
で
す
。
井
尾
様
に
は
、
表

彰
状
と
賞
品
の
図
書
カ
ー
ド
五
千
円

分
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
惜
し
く
も
町
長
賞
受
賞
と

な
ら
な
か
っ
た
5
名
の
皆
様
、
本
町

の
健
康
・
健
診
に
対
す
る
意
識
の
向

上
に
ご
尽
力
頂
い
た
こ
と
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

　

ま
た
昨
年
度
は
残
念
な
が
ら
イ
ラ

ス
ト
部
門
の
応
募
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
年
度
も
「
特
定
健
康
診

査
に
関
す
る
川
柳
・
イ
ラ
ス
ト
」
を

募
集
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ

皆
様
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
の
募
集
の
詳
細
は
広
報
よ

　

い
ち
６
月
号
『
健
康
ひ
ろ
ば
』
に

　

掲
載
し
ま
す
。

◎
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
は

　
　
　
　
　
　
　

受
け
ま
し
た
か
？

　

昭
和
23
年
か
ら

昭
和
63
年
ま
で
の

間
、
満
７
歳
に
な

る
ま
で
に
集
団
予

防
接
種
や
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
検
査

を
受
け
た
方
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
集
団
予
防
接
種
等
に
よ
り
、

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た

方
（
こ
れ
ら
の
方
々
の
相
続
人
を
含

み
ま
す
。）
に
、
病
態
に
応
じ
て
給

付
金
等
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

給
付
金
等
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
救
済
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
と
、
病
態
を
証
明
す
る
た
め
、
医

療
機
関
な
ど
か
ら
必
要
な
証
拠
を
収

集
し
て
い
た
だ
き
、
国
を
相
手
と
し

た
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

裁
判
上
の
和
解
手
続
に
よ
り
、
救

済
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
証

拠
か
ら
確
認
で
き
た
方
に
は
、
給
付

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
一
連
の
手
続
き
の
一
部

　

ま
た
は
全
部
を
弁
護
士
に
依
頼
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
弁
護
士
に

　

つ
い
て
は
「
Ｂ
型
肝
炎　

弁
護
士
」

　

で
検
索
で
き
ま
す
。
ま
た
、
厚
生

　

労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
各
地
の

　　

弁
護
団
の
連
絡
先
を
掲
載
し
て
い

　

ま
す
。

※
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

　

い
る
か
ど
う
か
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル

　

ス
検
査
（
血
液
検
査
）
で
簡
単
に

　

分
か
り
ま
す
。
職
場
な
ど
の
健
康

　

診
断
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受

　

け
る
機
会
が
な
い
方
は
、
お
住
ま

　

い
の
市
町
村
が
実
施
し
て
い
る
健

　

診
や
都
道
府
県
等
の
保
健
所
で
検

　

査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
「
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
」
と

　

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

　

厚
生
労
働
省 

電
話
相
談
窓
口

　

☎
０
３
―
３
５
９
５
―
２
２
５
２

『
特
定
健
診
に
関
す
る

　

川
柳
・
イ
ラ
ス
ト
』

　
　
　

町
長
賞 

発
表
！

手
を
あ
げ
る 

　

友
の
増
え
て
る 

検
診
日

血
圧
も

　

美
人
に
弱
い 

高
齢
者

　（
大
川
町
・
PN
：tonight 
様
）

健
診
を 

受
け
て
安
心 

ま
た
一
年

厚
生
労
働
省
か
ら
の　
　

　
　

お
知
ら
せ
で
す

カ
ラ
オ
ケ
は

　

健
康
長
寿
と 

ボ
ケ
防
止

　（
大
川
町
・
吉
田
ハ
ル
子 

様
）

禁
煙
も

　

家
族
の
為
と 

健
診
も

　（
大
川
町
・
PN
：
ト
レ
ミ
ー 

様
）

好
景
気 

　

株
価
と
血
圧 

上
昇
中

健
診
の　

　

結
果
届
き
て 

ケ
ー
キ
喰
い

　（
大
川
町
・
笹
浪 

修
一
郎 

様
）

夏
な
の
に

　

ベ
ル
ト
の
上
に 

鏡
も
ち

　（
大
川
町
・
PN
：
キ
ン
グ
ダ
ム 

様
）

昨
年
度
の
応
募
作
品
一
覧

今
日
だ
け
は

　

禁
酒
禁
煙 

健
診
日

　（
大
川
町
・
PN
：
ま
さ
と
し 

様
）

《写真：受賞した井尾さん》

　《 

町
長
賞
受
賞
作
品 

》
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余
市
町
西
部
の
道
路

　

町
内
で
最
も
古
く
か
ら
あ
っ
た
道
路
は
、
下
ヨ
イ

チ
運
上
家
か
ら
浜
中
町
を
経
て
ヌ
ッ
チ
川
沿
い
に
上

流
へ
向
か
う
道
で
、
19
世
紀
は
じ
め
、
幕
府
の
命
を

う
け
た
ヨ
イ
チ
場
所
の
請
負
商
人
藤
野
喜
兵
衛
に

よ
っ
て
開
か
れ
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
道
は
稲
穂
峠

を
越
え
て
岩
内
方
面
へ
向
か
う
道
で
し
た
。
次
い
で

古
い
の
は
運
上
家
か
ら
シ
リ
パ
岬
の
麓
に
い
た
る
海

岸
線
の
道
と
、
余
市
川
河
口
か
ら
海
岸
線
を
東
に
向

か
い
栄
町
に
い
た
る
道
で
、
林
長
左
衛
門
に
よ
っ
て

弘
化
２
（
１
８
４
５
）
年
に
開
削
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
15
（
１
８
８
２
）
年
に
は
、
黒
川
町
か
ら
仁

木
、
大
江
の
開
拓
の
た
め
に
入
植
し
た
人
々
の
集
落
を

結
ぶ
道
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
稲
穂
峠
と
つ
な
が
る

道
路
に
か
わ
り
、
そ
の
後
、
同
20
年
に
自
動
車
や
馬
車

が
通
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
。　

　

こ
れ
が
現
在
の
国
道
５
号
線
の
前
身
で
す
（
『
余
市

町
郷
土
誌
』
）
。
そ
の
道
路
は
幅
が
約
22
ｍ
あ
っ
て
、

ほ
ぼ
現
在
と
か
わ
ら
な
い
幅
で
し
た
。
同
じ
こ
ろ
、
町

村
道
（
現
在
の
町
道
）
は
路
線
総
数
が
101
、
道
路
延
長

が
約
137 

km
あ
り
ま
し
た
（
現
在
は
約
235 

km
）
。

　

明
治
19
（
１
８
８
６
）
年
の
市
街
地
を
記
し
た
古

い
絵
図
を
見
る
と
、
沢
町
方
面
で
は
主
要
幹
線
と
し

て
の
国
道
や
町
村
道
は
見
当
た
ら
ず
、
裡
道
（
り
ど

う
、
国
道
、
町
村
道
以
外
の
道
路
の
旧
称
）
が
見
え

ま
す
。
お
寺
や
神
社
の
参
道
と
海
岸
線
に
平
行
に
走

る
道
と
が
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
走
っ
て
い
て
、
山
側

か
ら
順
に
梅
川
町
裡
道
、
中
町
裡
道
、
富
澤
町
裡

道
、
山
碓
町
裡
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ヌ
ッ
チ
川
沿
い
は
、
江
戸
時
代
末
か
ら
永
住
を
許

可
さ
れ
た
漁
民
ら
が
多
く
暮
ら
す
街
並
み
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
西
側
は
梅
川
の
旧
河
川
が
蛇
行
し

て
お
り
、
周
囲
が
湿
地
帯
だ
っ
た
か
ら
か
、
沢
町
方

面
の
中
で
は
比
較
的
後
に
な
っ
て
か
ら
家
々
が
立
ち

並
ん
だ
の
で
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
整
然
と
し
た
道
路

が
出
来
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ヌ
ッ
チ
川
沿
い
の
街
並
み
と
神
社
側
か
ら
の
街
並

み
が
ぶ
つ
か
る
沢
町
１
丁
目
か
ら
３
丁
目
ま
で
に

は
、
い
く
つ
か
の
「
○
○
小
路
」
が
見
え
ま
す
。

沢
町
２
丁
目
で
は
国
道
229
号
線
の
海
側
に
「
新
小

路
」
、
さ
ら
に
一
本
海
側
に
は
「
小
川
線
（
小
川
小

路
）
」
、
沢
町
の
消
防
署
の
西
側
に
は
「
徳
利
小

路
」
が
あ
り
ま
す
。

　

「
徳
利
小
路
」
は
、
こ
の
付
近
に
住
ん
で
い
た
鍛

冶
屋
さ
ん
の
ご
主
人
が
定
刻
に
な
る
と
、
お
酒
を
買

う
た
め
に
徳
利
を
た
ず
さ
え
て
酒
屋
に
通
っ
た
の
で

こ
の
名
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
酒
屋
さ

ん
の
名
前
は
名
畑
酒
屋
と
い
い
ま
し
た
（
『
余
市

文
芸
』
第
39
号
）
。
余
市
自
動
車
学
校
の
西
側
に
は

「
カ
ク
サ
ン
小
路
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
名
誉
町

民
に
も
な
っ
た
大
資
産
家
で
、
ニ
シ
ン
漁
も
営
ん
だ

猪
俣
家
（
屋
号
、
シ
ル
シ
が
三
、
カ
ク
サ
ン
）
の
邸

宅
の
横
の
小
路
で
し
た
。
「
ガ
ン
ガ
ン
小
路
」
は

余
市
農
協
西
部
支
所
の
前
の
通
り
で
し
た
。
「
ガ
ン

ガ
ン
」
は
石
油
缶
の
こ
と
で
、
こ
の
付
近
に
住
ん
で

い
る
人
た
ち
が
、
ガ

ン
ガ
ン
を
使
っ
て
炊

事
し
て
い
た
こ
と
に

因
み
ま
し
た
（
『
ひ

び
け
』
第
21
号
）
。

沢
町
小
の
隣
の
あ
け

ぼ
の
プ
ー
ル
の
横
は

「
水
車
小
路
」
と
呼

び
ま
し
た
。
こ
れ
は

ヌ
ッ
チ
川
に
か
か
る

滝
沢
橋
の
向
こ
う
に

水
車
小
屋
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
し
た
（
「
余

市
町
で
お
こ
っ
た
こ
ん
な
話
そ
の
48
、
同
49
」
）
。

　

住
宅
地
図
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
発
見

が
あ
り
ま
す
。

☀☁☀余市町でおこったこんな話☁☂☁

《図：小路が行き交う沢町１～３丁目》

①税務署、社会保険事務所（日本年金機構）、役場などの職員を名乗るものから「税金の還
　付金がある」「医療費の還付金がある」といった電話がある。
②「以前通知を出したが返信がない」「封書が届いているはず」などと言って信用させる。
③ＡＴＭのある場所まで行かせ、そこから電話で巧妙に誘導。「これからお振込みを行いま
　すので【お振込み】　ボタンを押してください」「今から言うお客様番号を入力してくださ
　い」などと言ってＡＴＭを操作させる。
④「【お振込み】ボタンを押させる」ことで犯人の口座に振り込ませる。

●お金を受け取る側がＡＴＭを操作することでお金が返ってくることは絶対にありません !!
●機械の操作が苦手な高齢者がターゲットになります。
●電話をかけながらＡＴＭを操作している高齢者を見かけたら「振り込め詐欺」かもしれません。

◆困ったときの相談先は？　警察総合相談電話番号　☎＃ 9110（全国共通の短縮ダイヤル）
　　　　　　　　　　　　　消費者ホットライン　　☎ 0570 － 064 － 370
◆問合せ　町民福祉課 町民生活係　☎２１－２１２０

◎注意してください

◎還付金等詐欺の手口

　一．すぐに振り込まない

　二．家族に連絡を取り、事実を確認

　三．怪しいと思ったら警察に連絡
　だまされないための３カ条

特殊詐欺にご注意ください！！
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問合せ　教育委員会社会教育課
　　　　☎２３―５００１

　今年度も水産博物館と重文旧下ヨイチ運上家、史跡旧余市福原漁場、史跡フゴッ

ペ洞窟が４月９日（土）から開館します（冬期閉館は１２月１２日（月）から）。

　博物館の常設展示では２階の展示が大きく変更になりました。江戸時代以降のア

イヌ民族関係の資料を中心に、江戸時代の林家の古文書や信仰にまつわる資料を

100 点余り展示しています。

　アイヌ民族関係資料では、オヒョウニレの木の皮をたたいてなめした繊維で作っ

た衣服（アイヌ語でアットゥシ）をはじめ、木を削ったり物を切るときに使った万

能ナイフ（アイヌ語でマキリ）があります。また、発掘調査で出土した資料では、

アイヌ民族のお墓の副葬品である青いガラス玉などを使った首飾り、銀を細工して施した太刀、銅製の金具や

漆で装飾された矢筒（アイヌ語でイカヨプ）を展示しています。他にも木製のお

墓の墓標（復元資料）、鹿の角に細かな彫刻を施した飾刀、アイヌの宝で円筒形

や角筒形の漆器（アイヌ語でシントコ）、クマ送りの儀式で使われる花矢、祈り

や祭りをするときに使用する木幣（アイヌ語でイナウ）、神に祈るときに使用す

る捧酒篦（ほうしゅべら、アイヌ語でイクパスィ）は町内に代々伝わった資料で

す。珍しい資料では、ヨイチアイヌが沖の神としてあがめたシャチを表現して作っ

た木製の民具（アイヌ語でカムイギリ）があります。

　昨年度は来館者数も増え、文化財施設も多くのお客様でにぎわいました。

　今年度も多くの町民の皆様にご来館いただきたいと思っています。

健康・生涯スポーツ教室「ゴルポッカ」

　２月１８日（木）、北海道金融広報委員会健康生き

がいづくりアドバイザーの水沢裕一氏を講師に迎え、

今年度２回目となる寿大学・女性学級合同の学習講

座「暮らし家計応援セミナー」が開催されました。

講座は５９名が受講し、医療・介護・年金などの社

会保障制度について学習した後、今後のライフプラ

ン実現や人生の満足度を

あげていくためのアドバ

イスをいただきました。

　受講生にとっては、長

寿社会における暮らし方

をあらためて考えること

ができた大変有意義な学

習講座となりました。

　２月25日（木）と３月３日

（木）に、総合体育館周辺の

特設コースで「ゴルポッカ教

室」を行いました。ゴルポッ

カとは、パークゴルフのクラ

ブを使って軟らかいボールを

打ち、三角コーンに当てると

ホールインとなる競技で、子

どもたちから高齢者まで気軽に

楽しめるスポーツです。

　参加者はかんじきを履き、数人ずつのグループに分か

れて１０ホールの雪上コースに挑みました。雪が深く

狙った所になかなかボールが飛ばず苦戦している方もい

ましたが、冬でもぽかぽか温まるスポーツを楽しむこと

ができました。

 《コーンに向かって
　　　　　　 ショット！》

 《受講風景》

 《衣服などが並んだガラスケース》

 

今
年
度
の
学
習
講
座
が
始
ま
り
ま
す
！

　
　
＝
寿
大
学
は
15
回
・
女
性
学
級
は
14
回
＝

 《太　刀》

～冬・ぽっかぽかになれるスポーツ～
寿大学・女性学級合同講座開催！

～魅力あるシニアライフのために～

★
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
策
定
し
ま
し
た

 

寿
大
学　

今
月
の
学
習

☆
４
月
14
日

（木）　

午
後
１
時
30
分
～　

３
階
301
・
302
号
室

●
「
開
講
式
」
・
「
学
生
自
治
会
総
会
」

　

来
賓
と
し
て
町
長
・
議
会
議
長
・
町
老
連
会
長
を
迎
え
、
学

長
で
あ
る
教
育
長
が
出
席
し
て
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

式
後
に
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
今
年
度
開
設
す
る

学
習
講
座
・
サ
ー
ク
ル
活
動
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
学
習
内

容
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

　

ま
た
、
寿
大
学
学
生
自
治
会
定
期
総
会
も
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
、

今
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
自
治
会
入
会
金
を
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
当
日
受
付
で　

１
，
０
０
０
円
を
納
入
く
だ
さ
い
。

 

公
民
館
サ
ー
ク
ル
入
会
の
ご
案
内

　
公
民
館
サ
ー
ク
ル
に
登
録
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
は
、
広
報
４

月
号
の
折
込
チ
ラ
シ
に
あ
る
よ
う
に
、
詩
吟
・
短
歌
・
俳
句
な
ど

30
の
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
月
１
～
３
回
公
民
館
で

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
希
望
の
方
は
、
中
央
公
民
館
（
☎
２
３
―
５
０
０
１
）
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
サ
ー
ク
ル
代
表
者
の
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
直
接
そ
ち
ら
へ
申
し
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

 

女
性
学
級　

今
月
の
学
習

☆
４
月
11
日

（月）　

午
後
１
時
30
分
～　

２
階
201
・
202
号
室

●
「
開
講
式
」
・
「
歴
史
探
訪
講
座
」

　

開
講
式
に
お
け
る
中
央
公
民
館
長
挨
拶
に
引
き
続
き
、
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
今
年
度
の
学
習
計
画
や
開
設
す
る
講
座
の

内
容
、
サ
ー
ク
ル
活
動
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
今
年
度
の
講
座
は
、
新
た
な
学
習
を
取
り
入
れ
る
な
ど
新
鮮

な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
学
芸
員
に
よ
る
余
市
の
歴

史
探
訪
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
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★[

こ
ど
も
の
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

～
お
は
な
し
せ
か
い
り
ょ
こ
う
～]

【大人映画会】（午後２時～）
3 日（日）「カクテル」（洋画）

7 日（木）「ラブレター」（邦画）

14 日（木）「トランスポーター２」（洋画）

17 日（日）「明日の記憶」（邦画）

21 日（木）「戦場のピアニスト」（洋画）

28 日（木）「丹下左膳」（邦画）

【祝日大人映画会】（午後２時～）
29 日（金）「飢餓海峡」（邦画）

【子ども映画会】（午後２時～）
2 日（土）「ミッキーの王子と少年」

16 日（土）「クレヨンしんちゃん
　 嵐を呼ぶアッパレ！戦国大合戦」

　

前
期
公
民
館
文
化
教
室
は
、
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
開

催
さ
れ
ま
す
。
開
催
教
室
・
受
講
申
込
み
等
に
つ
い
て
は
、

広
報
４
月
号
の
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

前
期
公
民
館
文
化
教
室
受
講
申
込
み

①
北
海
ソ
ー
ラ
ン
太
鼓
少
年
団
員
募
集

　

北
海
ソ
ー
ラ
ン
太
鼓
少
年
団
は
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
北

海
ソ
ー
ラ
ン
太
鼓
の
技
術
を
習
得
し
、
郷
土
芸
能
を
継
承
す

る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
月
３
回
の
練

習
を
重
ね
な
が
ら
、
北
海
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
や
各
種
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
「
北
海
ソ
ー

ラ
ン
太
鼓
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象　

小
学
４
年
生
～
中
学
生

◆
会
費　

月
500
円
（
会
の
運
営
等
諸
費
用
）

◆
練
習　

月
３
回

　
　
　
　

（
第
１
・
第
３
・
第
４
水
曜
日
）

◆
平
成
28
年
度
事
業　

　

・
北
海
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
へ
の
参
加

　

・
余
市
町
文
化
祭
へ
の
参
加　

　

・
そ
の
他
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

◆
締
切　

４
月
13
日

（水）

②
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
小
・

中
学
校
の
教
育
を
支
援
し
て
い
く
『
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
』
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

申
込
み
い
た
だ
い
た
方
は
「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
名

簿
」
に
登
録
さ
れ
、
こ
の
名
簿
に
よ
り
各
学
校
ま
た
は
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
依
頼
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。な
お
、

学
校
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
の
活
動
と
な
り
ま
す
の
で
、
依

頼
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
を
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
は
、
『
登
校
時
の
見
守
り
、
水
泳
学
習
・
ス
キ
ー

学
習
の
指
導
、
英
語
授
業
の
支
援
、
図
書
整
理
、
本
の
読
み

聞
か
せ
』
な
ど
の
安
全
指
導
・
教
育
活
動
・
環
境
整
備
に
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
保
険
に
つ
い
て

　

登
録
者
（
個
人
ま
た
は
団
体
）
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に

　

加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
保
険
料
は
教
育
委
員
会
が

　

負
担
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
・
申
込
み　

　

①
・
②
と
も
に
中
央
公
民
館
（
☎
23
―
５
０
０
１
）

◆問合せ　図書館（☎22―6141）
http://www.yoichi-lib-unet.ocn.ne.jp/

開館時間  午前10時～午後６時30分

★
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
策
定
し
ま
し
た

　

本
町
の
子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
読
書
に
親
し
み
、
よ
り
良

い
読
書
習
慣
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、
自
ら
考
え
、
よ
り
深
く
生

き
る
力
を
育
む
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
「
余
市
町
子
ど

も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
（
平
成
28
年
度
～
平
成
32
年
度
）
」
を

策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
保
育
所
（
園
）
・
幼
稚
園
の
保
護

者
の
方
々
、
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
現
場
の
先
生
た
ち
か
ら
も
い
ろ

い
ろ
な
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
多
く
の
ご
感

想
、
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
図
書
館
等
が
協
力
し

て
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ

て
い
く
も
の
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
広
く
町
民
の
方
々
に
も

理
解
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
読
書
活
動
を
い
ろ
い
ろ
な
場
面
か
ら
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
と
町

お
よ
び
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

毎
週
水
曜
日
の
午
前
10
時
～
12
時
ま

で
「
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」
を
設
け
ま
し
た
。

　

乳
幼
児
連
れ
の
方
が
気
兼
ね
な
く
図

書
館
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
お
子
さ

ん
が
ぐ
ず
っ
て
泣
い
た
り
、
お
し
ゃ
べ

り
し
て
も
あ
た
た
か
く
見
守
り
ま
し
ょ

う
と
い
う
時
間
で
す
。
申
込
不
要
で
す
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ

ム
を
利
用
し
て
お
気
軽
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
多
様
な
世
代
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
図
書

館
で
あ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
以
外

で
の
ご
来
館
も
、
も
ち
ろ
ん
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

　

利
用
者
の
方
々
に
は
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
泣
き
声
な
ど
「
大

目
に
み
て
も
ら
う
」
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
時
間
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
時
間
内
は
館
内
が
多
少
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
「
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
♪

★[

図
書
館
一
日
司
書]

　

カ
ウ
ン
タ
ー
で
本
の
貸
出
し
を
し
た
り
、
本
に
カ
バ
ー
を
か

け
た
り
図
書
館
の
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

◆
日　
　

時　

５
月
15
日

（日）　

午
後
１
時
15
分
～
５
時

◆
対　
　

象　

町
内
小
学
５
年
生
～
中
学
生

◆
募
集
人
数　

４
名
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
申
込
み　

５
月
12
日

（木）
ま
で
に
図
書
館
へ
（
電
話
可
）

☆[
お
は
な
し
会]　

4
月
９
日

（土）

　
　
　
　
　
　
　

  

①
午
前
11
時
～　

②
午
後
2
時
～

☆[

本
の
ひ
ろ
ば
読
み
聞
か
せ
の
会] 

午
前
10
時
30
分
～

　
　

4
月
13
日
、
20
日
、
27
日
の
各
水
曜
日

☆
今
月
の
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
30
日

（土）
は
図
書
整
理
日

　

こ
ど
も
の
読
書
週
間
（
4
月
23
日

（土）
～
5
月
12
日

（木）
）
に

ち
な
ん
だ
催
し
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
国
の
お
は
な
し
を
み
ん

な
で
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
で
、
「
お
は
な
し
せ
か
い
り
ょ
こ

う
」
に
で
か
け
よ
う
！

◆
日
時　

４
月
23
日

（土）    

①
午
前
11
時
～　

②
午
後
２
時
～

◆
場
所　

図
書
館
２
階 

視
聴
覚
室

◆
対
象　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で　

◆
内
容　

大
型
絵
本
『
三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
』

　
　
　
　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
『
わ
ら
と
す
み
と
ま
め
』
ほ
か

 《文化発表会に出演》



よ い ち の 人 口
 〈平成 28 年 2 月 29 日現在〉※ (　) 内の数字は前月比

　　
人　口　19,804 人　  （-  27）　

　　男　性 　   9,166 人　  （-  18）

　　女　性　10,638 人　  （-     9）

　　世帯数　10,079 世帯  （-     7）

　平成２２年国勢調査人口・世帯数（確定値）

　　人　口　21,258 人　世帯数　9,051 世帯
　

　町では、町税未納の方へ 2 月末に催告書を送付し

ましたが、納付指定期日を過ぎましても未納になって

いる方が見受けられます。

　納税催告に応じない滞納者には、納税者との税負担

の公平を期するために法律（地方税法等）に基づき、

給与、預金、債権、不動産、動産等の差押を行ないます。

〈2016. ④広報よいち　26〉

４月は滞納整理強化月間です

確定申告書が間違っていたとき

（順不同・敬称略、金額や氏名など寄附者の希望

により掲載をしない場合があります。）

ご寄附に感謝

★社会福祉事業費の一部として
・余市合同青果「青友会」　　一金１４，９０６円
　（ダンスパーティー益金として）

■広報よいち４月号（№７８０）
平成２８年４月１日発行
■発　行　余市町
〒 046-8546　余市郡余市町朝日町 26 番地
☎（0135)21-2111 ㈹　FAX(0135)21-2144
E メール　kouhou ＠ town.yoichi.hokkaido.jp
ホームページアドレス http://www.town.yoichi.hokkaido.jp/

■編　集　総務部 地域協働推進課 広報広聴グループ

※税金滞納の有無に関わりません。下記の事項でお悩
みの方はひとりで悩まずに、ご連絡・ご相談ください。

　消費者金融会社・信販会社等から借金の借入・返

済を繰り返し、毎月の返済により日常生活が苦しく、

税金を滞納している方や既に借金を完済している方

でも、過去に利息制限法で定められた利息を超えて

借金の返済をしている場合があります。「過払い金

請求」（不当利息返還請求）により経済的な負担や

精神的な不安を軽減することができます。

　「税金の滞納解消」と「生活再建」のお手伝いが

できればと考えています。

納税でお困りの方は、税務課へご相談ください
◆問合せ　税務課 納税グループ　☎２１－２１１６

　確定申告書を提出した後で計算誤りなど、申告した

内容に間違いがあることに気付いた場合は、次の方法

で訂正することができます。また、確定申告すること

を忘れていた場合は、できるだけ早く申告するように

してください。

◆問合せ　余市税務署　☎２２－２０９３

　更正の請求書は、次の期間内に提出してください。

平成 23 年分～平成 27 年分

　　　　　　　　　…法定申告期限から５年以内

　修正申告によって納める税額には延滞税がかかります

ので、出来るだけ早く申告・納付するようにしてください。

　また、加算税が賦課される場合があります。

　提出期限に遅れて申告した場合などには、新たに加算

税がかかる場合があるほか、法定納期限の翌日から納付

日までの延滞税を併せて納付しなければならない場合が

ありますので、ご注意ください。

　税額を少なく申告していたとき ⇒ 「修正申告」

　確定申告を忘れていたとき

税額を多く申告していたとき ⇒ 「更正の請求」

平成２７年分の確定申告の振替納付日

※確実に振替納付できるよう、振替納付日の前日

　までに預貯金残高の確認をお願いします。

所得税および復興特別所得税 平成２８年４月２０日（水）

　個人事業者の
　　　消費税及び地方消費税 平成２８年４月２５日（月）

～税務署からのお知らせ～

★公共施設清掃用具として
・余市町いきいきふれあい教室　　　　　　雑　巾

★余市町の未来を担う人づくり寄付金として
・星野　伸雄　　　　　　　　一金３０，０００円

★図書館図書購入費の一部として　
・余市町五番街商店会
　（三吉神社例大祭出店チャリティー益金として）
　　　　　　　　　　　　　　一金１０，０００円

・佐々木　八重子（大川町18丁目）　
　（故 佐々木　正光 殿追善供養として）

　  　　　   　　　　　　一金１００，０００円

★社会福祉事業費（老人福祉）の一部として
・加藤　泰明（札幌市西区）
　（故 加藤　正明 殿追善供養として）

　　　一金２００，０００円


